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北大文学研究科紀要 108 (2002) 

西フリジア語の文法構造…一動詞 (6)一一

清水 誠

Struktuer‘ fan it Westerlauwersk Frysk 

一一tiidwurd(6) 

(The Annual Rψort 0η Cultural Science No. 108). The Faculty of 

Letters. Hokkaido University. Sapporo. J apan 2002. ISSN 1346-0277) 

SHIMIZU Makoto (mshimizu@lit. let. hokudai. ac. jp) 

g 86 分離動詩 (itskiedber tiidwurd) 

(1 ) 語形と意味

英語の句動詞(エ.phrasal verb，例.give up， take off)のように，小

辞(不変化詞，エ.particle)などの「分離成分(ドイツ語学の吊語では「分

離前綴りJ)を伴う動詞を分離動詔(またはとくに「不変化部動詞(ド.Parti-

kelverb) J)という O 西フリジア語にはオランダ語やドイツ語と同様に，多数

の分離動詞がある O アクセントは分離成分と残りの動詞部分(以下，動詞J)

の両方にあるが，分離成分に卓立(エ.prominence)があって昌立つので，

発音記号では便宜的に分離成分にアクセントを置いて示す(以下，語例では

分離成分と動詞の切れiヨを， I J で示す。文例では示さない)。

分離動諒oerI sette [ud(r )SEtd] (← [Udr]十 [SEtd])，翻訳する， (向こ

う岸へ)渡す」

←分離成分oer'向こうへJ (ド.uber) sette'置く J (ド.setzen) 
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北大文学研究科紀要

oer I setteは「翻訳する」の意味では全体で独自の意味をもっ点で，独立の

1語の合成動諮(ェ複合動詞)と言える。一方， ，(向こう岸へ)渡す」とい

う意味では「分離成分十動詔」の頼み合わせで理解できるので，独立の 1

の合成動詞とは言いがたい点がある O じじっ， (4)(b)で述べるように，分離動

詞は雑多な語を含み，認定に問題がないわけではない。ただし，派生名詞

oersetterには「翻訳者J '渡し守Jの二つの意味がある。つまり， oerl sette 

は「毒事訳するJ と，(向こう岸へ)渡すJの意味でともに語形成のインプット

となる点では，それぞれ独立の l語の合成動詞とみなすことができる。次の

例も同様である。

byldrage'貢献するJ (by'そばに」十drage'運ぶ、J)→bydrage'貢献J

mei Iwurkje'協力するJ (mei'ともにj十wur訂正働く J)→meiwurking

「協力」

ドイツ諮の凶巴rsetzenは r(向こう岸へ)渡す」という意味では分離動詞

('uber I setzen)だが r翻訳する」という意味では非分離動詞 (uber'set-

zen)であることに注意 (S88(6))。

(2) 語)1演

(a) 分離動詞と枠構造

不定形(不定詞・分詞)と従属文定形(現在形・過去形)では，西フリジ

ア語の語順規則に従って，動詞は分離成分の直後に隣接する O 枠構造の上で

は，文末の右粋にある分離成分の直後に動詞を置くことになる O 正書法では

分離成分と動詞を続け書きする。ただし， rte-第2不定詞 (en-不定諮)Jでは

分かち書きする(例.oer te setten)。一方，主文定形(現在形・過去形)と

命令形では，同じく西フリジア語の語11顕規則に従って，動認だけを文頭から

2番目の左枠に置き，分離成分は文末の右枠に残る O

ただし，不定詞の中で第3不定詞(命令形不定詞)では，定形ではないに

もかかわらず，動詞は左枠に置かれ，分離成分の直後に隣接しない。

① 不定形:第1不定詞 (e-不定詰)・過去分詞

前域 左枠 〔中域] 右枠

Hy wol [it gedicht yn it FryskJ oersette. 
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酋フリジア語の文法権造動詞 (6)

「彼はその詩をフリジア語に翻訳したがっているJ (不定詔)

狂y hat [it gedicht yn it FryskJ oerset (ten) . 

「彼はその詩をフリジア語に翻訳したJ (過去分詞(現在完了形)) 

It gedicht waard [(troch him) yn it FryskJ oerset Cten) . 

「その詩は(彼によって)フリジア語に翻訳されたJ (過去分詞(受動態

過去形)) 

② 従属文定形(現在形・過去形)

左枠 [中域] 右枠

Ik tink [dat [er it gedicht yn it FryskJ oersetJ. 

「私は彼がその詩をフリジア語に翻訳すると思う J (現在形)

Ik tink [dat [er it gedicht yn it FryskJ oersetteJ. 

「私は彼がその詩をフリジア語に翻訳したと思う J (過去形)

Ik tink [dat [er it gedicht yn it FryskJ 

「同上J (過去分詞(現在完了形)) 

oerset Cten) hat J 

Ik tink [dat [er it gedicht yn it FryskJ oersetteωolJ. 

「私は彼がその詩をフリジア語に翻訳したいのだと思う J (不定詔)

Ik tink [dat [it gedicht (troch him) yn it FryskJ oerset(ten) waardJ. 

「私はその詩は(彼によって)フリジア語に翻訳されたのだと思う J (過

去分詞(受動態過去形)) 

③ 不定形:te-第2不定詞 (en-不定詰) (分かち書きに注意)

在枠 [中域] 右枠

Hy is fan doel [(om) [it gedicht yn it FryskJ oerた settenJ.

「彼はその詩をフリジア語に醸訳するつもりt':'J

④ 主文定形(現在形・過去形)，命令形

前域左枠 [中域] 右枠

Hy set1 [it gedicht yn it FryskJ oer__1. 

「彼はその詩をフリジア語に翻訳するJ (現在形)

Hy settel [it gedicht yn it FryskJ oer 1. 

「彼はその詩をフリジア語に翻訳したJ (過去形)
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Setj [it gedicht yn it FryskJ oer 1. 

「その詩そフリジア語に翻訳しなさいJ (命令形)

⑤ 第3不定詞(命令形不定諮)

左枠 [中域] 右枠

Hy is fan doel [en set [it gedicht yn it FryskJ oer J 

「彼はその詩をフリジア語に翻訳するつもりだJ

以上の語JI贋は枠構造による西フリジア語の語順規則に基づく。つまり，動

詞は右枠か左枠かに置かれることによって分離成分との位置を変えるのであ

り，分離成分と分離しているかどうかとは無関係である o'te-第2不定詰(en

不定詞)Jを分かち書きすることからわかるように (oerte setten)，分離成

分と動詞は鱗接することがあるものの，じつはつねに分離していると言える。

分離の有無は正書法と語顕という統語規則によるのであり，語としての形態

的性格とは無関係である。分離動詞は「つねに分離している動詞」であって，

「主文定形に限って分離する動詞」ではない。本質は英語の句動詞と間じであ

るO

ただし，第3不定詞(命令形不定詞)の語願は特筆すべき例外であり，枠

構造における動詞定形・不定形の語JI院から逸脱した現象を示す。同様の現象

は接続詞dat (~67 (3))にも見られる。

(b) 枠越え

中域の前誼詞句や副詞(句)が後域に枠越えすることがあるのは，分離動詞

でも同様である(名詞匂主語・目的語・補語は不可)。

前域左枠 [中域] 右枠 [後域]

Set [de tekst skriftlikJ oer [yn it Frysk]. 

(前置詞句:ヨiJ) (ULI'S， B 12 : 7変更)

*Set [skriftlik yn it FryskJ oer [de tekst]. 

(名詞句目的語:不可)

「テキストを文字に書いてフリジア語に訳しなさしり

Les [it ferhaal nochrisJ 
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西ブリジア認の文法構造動詞 (6)ー

(前置詞勾:可) CULI'S， B 13 : 15変更)

*Les [nochris oan jo kursusliederJ foar [it ferhaaZl 

(名詞句目的語:不可)

「その物語をもう一度，講師の先生に向かつて朗読しなさい」

次例の名詞freedは「今度の金曜日に」という意味で副詩的に用いているの

で，分離動詞を含む te-第 2不定詞 (en-不定詞)匂の右簡に枠越えすること

ができる。

Wat wiest fan doel [om oan te lukenJ [JreedJ? 'あなたは今度の金曜

日に何を著ていくつもりだったのJ(Bangma 19932 : 25) 

(3) 分離成分の種類と意味

(a) 前置詞と同形の小辞を用いる

前置詔と問形の小辞が分離成分になる分離動詞が多数ある O

bylstean'援劫するJ(by'..のそばにJ十stean'立っているの状

態であるJ

efter I bliuwe '残留する，遅れるJ(efter'...の後ろに」十bliuwe'とど

まるJ)

foarlleze '朗読するJ(foar¥..の前に」十leze'読むJ)

ynlgean '入る，語査するJ(yn 'の中に」十gean'行く J)

nei I sjen '見送る，点検するJ(nei '隣.のあとで」十sjen'見るJ)

oan I stekke '点火するJ(oan 'の表面・側出に(譲して)J十stekke

「刺す，突く J

oer Ijaan/ op Ijaan'あきらめる (oer' の上を， ..，を越えてJ/op， •• 
の上(表面・側酷)に」十jaan'与えるJ)

omlrinne '歩きまわるJ(om ¥.のまわりに」トrinner歩く J)

oplite '食べ尽くすJ(op r の上(表面・側面)に」十iter食べるJ)

talnimme r増えるJ(ta r の方向・状態・関係へに加えて」十

nimme r取るJ)

troch I komme r通り抜ける，やり遂げるJ(troch r 会通ってJ十
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komme i来るJ)

tsjin I stean i抵抗するJ (tsjin i ...に向かつて， ...にたいしてJ十stean

「立っているの状態であるJ)

合nderI duke i (水中に)潜る，潜伏するJ (under i . の下に」十dukei滞

るJ

ut I noadigje i招待するJ (ut i の外に， .，.から」十noadigjer揺待す

る，引きつけるJ)

Les rige 1-10 ludop foar. i 1行目から 10行目まで声を出して朗読しな

さいJ (foar Ileze) (ULI'S， A 16 : 7変更)

We jouwe de hoop net oer. i私たちは希望そ捨てませんJ (oer Ijaan) 

(ULI'S， B 4 : 15変更)

Hja hαit fjoer oa則的おen.r彼らは火をつけたJ (oan I stekke) (ULI'S， 

C 9 : 21変更)

Ik sil besykje ek myn alde freonen ut te noadigjen. i私は!日友たちも

招待するつもりですJ (ut I noadigje) 

ザ歴史的には，上の前置詞は副詞としてもはたらいた。

以下の蔀量詞と同形の小辞(不変化詞)の用法には注意が必要で、ある。

(b) om r無秩序の動律」

omには特定の方向や目標なしにあてもなく活動するという，無秩序の動

作を表わす用法がある (iそこらじゅう...する，あてもなく...するJ)。前置

詩句を伴うことが多く，自動詞である。運動動謡に用いることが多いが，そ

れ以外の動詞の例もあり，数が多い(Dyk1991) 0 

Se dangelen oeren yn 'e sted om. i彼らは何時間も町中をぶらぶらして

いたJ (om I dangelje←dangelje iうろつく J) Gb. 69変更)

Der run in mich op 'e tafel om. rハエがテーブルの上をあちこち歩き

回っていたJ (omlrinne←rinne r歩く J) Gb. 76変更)

De undernimmingsrieρmte oeren op it utstel om. r労使協議会はその

提案について何時間もあれこれ話し合ったJ(omlprate←prater話すJ)

Gb. 69) 
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西フリジア語の文法構造一動詞 (6)ー

1n dichter gβchelt wat mei wurdsjes om. '詩人というものは言葉を巧

みにいろいろ操るものだJ(om I gucheljeモ guchelje'手品を使う，巧み

に撮作するJ) (ib. 69) 

'3rオランダ語では分離成分omの使用は今日では少なく， rondも運動動詫の

一部に浪られる O ドイツ語ではherum/umherが対応するが，西フリジア語

に比べると数が少ない Ob.91ft.)。

(c) oan/ta'強意」

方向・到達を示す oan/taは運動動詞・作業動詞 (arbeidzje'働く J，feije 

「掃く J，breidzje '編む」など)・天候動詞などにつけて，強意 (yntensyf)

の表現に多用する(，ちゃんと...する，しっかり..するJ)。運動動誌や作

業動詞では， moatte' する必要があるJ，kinne'. ることができるJな

どの話法の助動詞とともに吊いる例が目立つ。oan/taを伴った分離動詞は辞

にはかならずしも記載されておらず，かなり自由に用いることができる

(Tamminga 1963 : 275-277)。

Jonge， do moatst oanite， want der kin tahaaid wurde fan 'e middei. 

「おまえ(土男の子に向かつて)，ちゃんと食べるんだぞ。今日の昼には

たっぷり子し草作りがあるかもしれないからなJ(oan I ite/ta I haaie← 

ite '食べるJ/haaie'干し草を作るJ) (ib. 275正書法変更)

Wy meie wol wat oantredzje， oars komme wy te let. '私たちはちょっ

としっかり大股で歩かなければならないぞ。そうしないと，遅れてしま

うJ(oan I tredzje←tredzje '大股で歩く J) (ib. 276正書法変更)

1en， dy't goed fertsjinnet， moat ek oaηarbeidzje， tinkt my. '稼ぎが良

い者はちゃんと仕事もしなければならないと，私には思えるJ(oanl ar-

beidzje←arbeidzje '働く J) (ib. 277正書法変更)

It {friest/wintert} oan op 't heden. 'このごろは{とても冷える/めっ

きり冬らしくなってきた}J (oan I frieze/oan I winterje←frieze'冷える，

霜が降りるJ/winterje'冬めく J) (ib. 276正書法変更)

It {reint / tsjustert} oan. '{だいぶ、雨が降っている/すっかり暗くなって

きたじ (oanI reine/oan I winterje←reine '雨が降るJ/tsjusterje'日
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が暮れるJ) (ib. 276正書法変更)

De boeren kiηne mei dit waar mar taungetiidzfe. 1お百姓さんはこのお

天気ならちゃんと干し草作りができるJ(ta I ungetiidzje← ungetiidzje 

し主主を作るJ (ib. 277正書法変吏)

It hat fannacht {仰Cerzen/tawaaid}. 1昨夜は{霜が降りた/風が強かっ

た}J (ta I frieze← frieze 1冷える，霜が降りるJ/talwaaie←waaie1風

が吹く J) (ib. 276正書法変更)

オランダ語の aan/toe(‘ tot)やドイツ語の an/zuにはこのような用法は

明確には認めがたく，動語の数もきわめて少ない。

(d) 副詞と向形の小辞を用いる

副詞とi司形の小静を分離成分とする分離動詞も少なくない。

achterut I gean/ efterut I gean 1後退する，低下する (achterut/efterut

「後ろに」十gean1行く J)

dellkomme 1下る，立ち寄るJ(del 1下にJ十komme1来るJ)

fuort I smite 1投げ捨てるJ(fuort 1離れて」十smite1投げるJ)

gear I fetsje 1要約するJ(gear 1いっしょに，集まって」十fetsje1つかむ

， とらえるJ ) 

tebek I gean 1後退する，さかのぼるJ(tebek 1後ろへ，戻ってJ十gean

「行く J)

thus I bringe 1家に送るJ(thus 1家で」十bringe1もって来るJ)

It tal seehunen giet hieltyd achterut. 1アザ、ラシの数はどんどん減って

いるJ(achterut I gean) (UL!'S， B 9 : 7) 

Ik Iwm jun om acht oere wol eefkes by dy del. 1今晩 8時に君のと

ころにちょっと寄るからねJ(dell komme) (Bangma 19932 : 22変更)

Hy waard justerjun siik thusbrocht. 1設は昨韓，病気になって家に運

ばれたJ(thus I bringe) (Dykstra 2000 : 715変更)

以下の副認と同形の小辞の用法には注意が必要である O

(e) werom 1逆転J/wer1反復J/tebek1後退」

weromとwerの区別に投意。 werは逆転 (1逆に...する， ーし返すJ，
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西フリジア諮の文法構造動詞 (6)

werは反謹(，再び、..するJ)の意味で用いる O ただし， werom動詞と wer

動詞が悶じ意味を表わすことがある O

そのひとつは，反復」の意味の werが「逆転」の意味に転じる場合である。

これは「反復」の意味の wer~動詞が完結する単一の動作(エ. accomplish-

ment)を表わす場合に，動作の反復が方向性を間わず、に逆方向の動作にも転

用されるためである。次の werljaan'返す」がその例である。つまり，再び

える J (反復)は受け取り手が「第3者に渡す」のではなく，相手に同じ動

作を繰り返すという場合には「返すJ (逆転)という意味になる (Hoekstra

1993 b : 88変更)。

werom I jaan '返すJ (werom '戻って」十jaani与えるJ)

件 werljaan'謹製する，再現する;返すJ (wer i再び」十jaan'与えるJ)

Hy joech har it jild {werom/ wer}. i彼は彼女にお金を返したJ (ib. 88 

変更)

werom I krije '取り戻すJ (werom i戻って」十krije'得るJ)
件 werlkrije'再び縛る;取り戻すJ (wer i再び」十krije'得るJ)

Tink mar net datst dat boek {weromkrigest/ werkrigest}. ，あの本が

廃って来るとは思わないほうがいいよ(思うな)J (ib. 88変更)

「逆転」の意味のweromが「反復」の意味になることもある。次のwerom-

I sjen i再会する」がその例だが，これは「相手が規界の中に戻って来る」と

いう解釈によって生じると考えられる。

werom I sjen '振り返る;再び見る，再会するJ (werom'戻って」十sjen
「見る，会うJ)

件 werlsjen'再び見る，再会するJ (wer '再び」十sjen'見る，会う J)

Dy sil ik hjir net {weromsjen/ wersjen}. 'その人に私はここで再会する

ことはないだろう J (Dykstra 2000 : 806変更， 807変更)

「逆転Jの意味のweromと「後退」の意味の tebekの区別にも注意。 werom

とtebekは反対方向に動作が及ぶ点で，共通の意味を表わすことがあるO と

くに時間的にさかのぽる比喰的な意味で認められる (Tamminga1973 : 

1~3)o 
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werom I sjen '振り返る;再び見る，再会するJ(werom I 民ってJ十日jen

「見る，会う J)

特 tebekI sjen '振り返るJ(tebek '後ろへ，戻って」十sjenr見るJ)

Hy seach op syn libben huerom I tebeld. '彼は人生を振り返った」

(Dykstra 2000 : 708変更， 806変更)

ただし， weromは前後に向きを変えて戻る動作， tebekは前後に向きを変

えないで戻る動作を示す点で，明躍に異なる (Tamminga1973 : 2 f.)。

De auto ried in eintsjewerom. r車は少しのNt:i離をユーターンして戻っ

て来たJ(weromlride rユーターンして戻るJ) Gb. 2正書法変更)

De auto ried in eintsje tebek. r車は少しの距離をノfックして戻って来

たJ(tebek I ride 'パックして戻るJ) (ib.2正書法変更)

ずドイツ語では「逆転」の意味のweromはzuruck，r反復」の意味のwerは

wiederに対応し，西フリジア語とともに分離動詞を形成する。しかし，返

すJという意味には zuruckI geben (フ.weromljaan)を用い，wieder I geben 

(フ.werJjaan)は用いなし〉。同様に，再会する」という意味にはwieder-
Isehen (フ.werlsjen)を用い， zuruck I sehen (ブ.werom I sjen)は用い

ない。つまり，凶ブリジア語と違って，反復」と「逆転」の意味的関連は

認めがたい。語形的にも， wiederとzuruckは西ブリジア語のwerと

W巴romと違って関連がなく， zuruckはブ.tebekに対応する。

オランダ語では，逆転」の意味はドイツ語と詞様にt巴rug(ブ.tebek)で

表わすが r反復」の意味の we(d)erの使用は稀である。この意味ではh日r

を用いることが多いが，これは小辞(不変化詔)ではなく，接頭辞であり，

非分離動認を形成する O たとえば， her'zienは「改訂する，修正する」とい

う独自の意味を獲得した非分離動詞である。

英語でも，逆転の意味は小苦手(不変化詞)back (フ.tebek)，反復の意味

はロマンス諮起源の接頭辞reで表現する。

このように，西フリジア語は上記の 3言語に比べて， wer/w巴rom/tebekの

用法を意味的に明確に区制する。

(f) fuort'離脱，出発J/of'離脱，終結J/wei'離脱，除去」

fuort (オ.voort，ド.fort) ， of (オ.af，ド.ab)， wei (オ.weg，ド.

weg)の使い分けに注意。とくにおortとweiの相違は微妙である(なお， wei 

はder...wei '・ー.からJのように 'R代名諮」とともに用いることができる
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が， fuortとδfはできない。ただし，これは分離成分ではない)。

fuort I bliuwe i留守にするJ (fuort i離れて，出発してJ十bliuweiとど

まるJ)

日oelang bliuwe jimmeルort?iどのくらい長い間，君たちは留守にす

るのJ (Bangma 19932 : 22変更)

。fI rekkenje i支払う，清算する J (δf i離れて，すませて」十rekkenje
「計算するJ)

Moat ik daalk ofrekkenje? i私は今すぐお勘定をすませる必要がありま

すかJ (ib. 12変更)

wei Igean i離れるJ (wei i離れて，いなくなってJ十geani行く J)

Gean wei! iあっちへ行ってよ J (Dykstra 2000 : 801) 

(g) 形容認・名詞

小辞(不変化詞)以外に形容詞や名詞を分離成分とする分離動詞がある。

抱合動詞(~ 83~85) との相違に注意(~ 85 (2)， (3)(c))。

① 形容詞十動詔

dwers Ilizze iへそを曲げるJ (dwers i損切った」十lizzei横になってい

るJ)

goedlkarr るJ (goed i良い」十karrei検査するJ)

skjin I meitsje r掃除する J (skjin i清潔なJ十meitsjerするJ)

flau I falle i失神するJ (f!au i力のない」十fallei倒れるJ)

It jonkje leit dwers.i男の子はへそを曲げているJ(dwers Ilizze) (Eisma 

1989 : 24変更)

Deputearre Steaten hawwe us utstel goed.初rd. i外|義会は我々の提案

を承認したJ (goed I karre) (WTF 7/1990 : 308変更)

Hjoed moatst dyn keamer skjinmeitsje. i今日，おまえは部屋を掃除

しなければいけないよ J (skjin I meitsje) 

② 名諮ート動詞

broek I sette i奮闘するJ (broek iズボン」十settei据えるJ)

diell nimme i参加する (oan...に)J (diel i部5}J十l1immei取るJ)
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lesljaan i教える，教師であるJ(Ies i授業」十jaani与えるJ)

stan I halde iもちこたえるJ(stan ["姿勢，構え」十haldei保つJ)

De boeren namen oan de besprekkings diel. r農民たちは話し合いに参

加したJ(diell nimme) (WFT 4/1987 : 11変更)

De muorre hold stan yn 'e stoarm. r外壁は嵐の仁やでもちこたえた」

(stan I halde) (Dykstra 2000 : 659) 

(4) 分離動調のその他の用法

(a) r第 2不定詞 (en不定詞)十kommeJと分離動詞

運動の様態を表わす 4第2不定詞 (en一不定詞)十komme'r しながら来

る」の構文では，第2不定詰 (en一不定詞)で現われる運動動詞が分離成分を

伴うことが多い (Tiersma19992 : 116)。

日jakaam oaηriden. r按女は車でやって来たJ(oanlride r(車で)乗り

つけるJ) (ib. 116変更)

オランダ語でもふつう分離成分を伴う運動動詞を用いるが，不定詞(おもに

北部，つまりオランダ)のほかに，過去分詞(おもに南部，つまりベルギー)

になることがある(ANS19972 : 964 f.) 0 ドイツ語では分離成分を伴う必要

はなく，過去分詞をmいる。
オ.Zij kwam {aanrijden/ aangereden l. ["陪上J(aan I rijden) 
1". Sie kam ge.五zhren.r向上J(fahren) (Curme 197711 : 266変更)
北ゲルマン諮では現在分詞を用いることがある。

(b) 分離動詔の認定の問題

分離動詞は雑多なものを含み，拡大解釈される傾向がある。fuortI smiter投

げ捨てるJ(fuort r離れて」十smiter投げるJ.(3)(f))を例に取ると，次例で

は名詞句日的語dyboel rあんなものJが枠越えしており.fuortはお枠にあ

る分離成分とは言えないことになる ((2)(b)参照)。

Smytβwrt dy boel en keapje der wat nijs foar yn 't plak.rあんなものは

投げ捨てて，その代わりに新しいものを賢いなさ V)J(UL!'S，C 11 : 5) 

また.stan I halde rもちこたえるJ(stan r姿勢，構え」十halder保つJ)は，

次例では stanに否定冠詔gjinがついている o gjin stanは名詞句を形成し，
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[[gjin stanJ NP haldeJ vp rもちこたえられない」は動詞句と解釈されるので，

stanは分離成分ではあり得ないことになる。つまり，意味的にはひとつのま

とまりをなしでも，分離動認という 1語の動詔と認めることにまったく問題

がないわけではない。

Dat argumint halclt gjin st伽 rその論拠は疑わしい(=もちこたえら

れない)J (Dykstra 2000 : 659) 

オラン夕、語では続け警きしても，語形的に対応する西ブリジア諾では分か

ち書きする語がある。オランダ語と比較すると，西フリジア諾では正書法で

分離動詞の種類を制限しようとする傾向が比較的強いと言える。

フ.televyzj巴sjen特オ.televizie I kijken rテレビを見る」
derut sjenCc?eruit I zien r のように見えるJ(ド.aus I sehen) 

swart ride (Visser 1985 : 914)∞zwart I rijden r無銭乗車するJ(ただ
し，フ.swart I ride， Dykstra 2000 : 692) 

swart sjen (Visser 1985 : 914)∞zwart I kijken r受信料を払わずにテ
レビを見るJ(ただし，ブ.swart I sjen， Dykstra 2000 : 692) 

ブ.Hy sjochtゐrbliid ut. r彼はうれしそうに見えるJ(der官 sjen)

オ. Hij ziet er blij uit. r同上J(eruit I zien) 

フ.Hoe sjocht it derut? rそれはどんなぐあいですかJ(d巴rutsjen) 

オ.Hoe ziet het entit? r河上J(eruit I zien) 
オランダ語のbinnen-'中へJは西フリジア語では分離成分としては用いな

い。西フリジア語では derynrその中へJ(der rその」十ynr中へJ)を用い

るが，正書法では分かち書きし，分離成分とはみなさない。

フ.deryn komme r入って来るJ/deryn gean r入って行く」

オ.binnen I komen r間上J/binn巴nlgaan
s 分離動詞の認定にかんする問題点はドイツ語でも指擁できる。新正書法で

は， I日正書法で続け書きしていた小辞(不変化詞)以外の分離成分を分かち
きをすることで，分離動詞の種類を制限しようとしているが，新たな滋乱

も招いている。なお，ドイツ語に分離動詞というカテゴリー自体を設定する

ことを疑問視する意見が亀井/河野/千野 (1996: 1201 ff.)に見られる。

S 87 非分離動詞 (itOnskiedber tiidwurd) (1) : beーによる接顕辞動詞

(1) 接頭辞の種類

非分離動詞としては，すでに述べた抱合動詞(~ 83~85) のほかに r接頭

辞動諮J(ド. Prafixverb)がある O 接頭辞動詞は接頭辞(itfoarheakseD 
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による非分離動詞であり，次の2種類に分かれる O アクセントは原則として

接宣言辞にはなく，後続の動詞部分にある O

A. be-[b8J， fer… [f8 (r) J， unt-[untJ， te… [t8J， mis-[mIsJ， wjer 

[ VjEr] 

B.前置詞と同形の接頭辞:efter-， foar--， oan-， oer-， om-， troch-， 

under一

Aグループの be とfer-は生産的だが，残りの接頭辞とBグループの接頭

辞はすべて非生産的である。とくにBグループによる非分離の接頭辞動詞は，

ほとんどオランダ語からの借用による(6 ) 0 

歴史的には， Aグループの最初の3接頭辞は， Bグループと悶様に，無アク

セントの位置で弱化したかつての前置詞と関係がある。 be とferには対

応する前置詞が今日でも残っている。 fer-は今日では失われたものも含め

て，複数の前置詞の混合によって生じた。

フ. be-~by， fer-~foar など( 3種類の前置詞の混合)

オ. be-~bij ， ver-'\~voorーなど(河上)

ド. be-~bei ， ver-~vor/für など(向上)

と記の前置詞は分離動詞の分離成分としても府いる。

unt-(ド.ent-/emp-，オ. ont-)は接頭辞ant-(ド./オ. ant-) と歴

史的に関係があるが， ant-は前置詞としては残っておらず，分離動詞の

分離成分としても用いない(ド./オ.ant も同様)。ちなみに，ゴート

語の and，古ザクセン語の antは前置誌として用いる。

オランダ語とドイツ語との語形的な対応、は次のようになる。

ブ. be-/fer-/unt-/te--; mis一/wjer-

オ.be-/ ver-/ ont…/なし;mis-/ weer-

ド.be-/v巴r-/ ent-~emp-/ zer-; miss-(旧 miβ)/wider

西フリジア諮にはオランダ語やドイツ諸に語形的に対応する次の接頭辞が

ない。

ブ.なし

オ. ge-/her-~巴r- (ドイツ諾からの借用)

ド.ge-/er 
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次にいくつか例を示す。

フ.bruke r使うJ/lykjer似ているJ/leauwer信じる，忠、うJ

オ.gebruiken r向上jgelijkenr向上J/gelovenr同上」

ド.gebrauchen r向上jgleichenr向 b/glaubenr河上」

西ブリジア語の werom/werを伴う分離動詩がオランダ語の her-/erやド

イツ語の er に対応することがある。

ブ.werom I kenne/wer I kenne r識弼する，認識するJ(分離動詞)

オ.herkennen r向上J(非分離動詞)

ド. (wiederl)巴rkennenr向上J(erkennenは非分離動語)

丙ブリジア語の beーがオラン夕、語やドイツ語の geーに対応することがある

((2) 参照)。
ブ.bewenner慣れるJ/befal1er( .. .に)気に入るjbehear(r)er( . . . ~こ)属

する」

オ.gewennen r同上J/beval1enr向上J/behorenr向上」

ド.sich gewohnen r向上J/ gefal1en r向上jgehorenr同上」

西フリジア語には，オ.herinneren/ド erinnernr思い出させるJに語形

的に対応する語は，非分離動語・分離動詞ともに存在せず，他の表現で

代用する。

ブ. It stiet me noch by.またはItmei my noch tinke. r私はまだそのこと

を覚えているJ(Visser 1985 : 279) 

Itheucht my noch.またはItmei my heuge. r向上J(Zantema 1984 : 

391) 

Ik wit it noch. r同上」

オ.Ik herinner het me nog 

ド.Ich erinnere mich noch daran. r向上J

フ.It is my troch it sin gongenまたはItis my trochgongen. r私はその

ことをもう思い出せない (Visser1985 : 279) 

It heucht my net.またはItmei my net heuge.r同b (Dykstra 2000 : 

240) 

Ik wit it net mear. r同上J

オ.Ik kan het me niet m巴erherinneren. r向上」

ド.Ich kann mich daran nicht mehr eriηnern. r同上J

5フリジア語で接頭辞geーのついた動詞は，オラン夕、語からの借用である
(Sipma 1949 : 68)。
ブ.gebiede r命令するJ/geniet (sj) e r楽しむ，享受するJ/genezer(病気

が)治る」

オ.gebieden r向上J/g巴nietenr向上J/g巴nezenr間七

37 



北大文学研究科紀要

ド.gebieten '同よJ/geniesen'向上jgenesen'同上」

(2) 接頭辞be-

Aグループの接頭辞でとりわけ多様な用法があるのは be である。 be は

生産的な接頭辞であり，西フリジア語ではドイツ語やオランダ語に比べてよ

り広い範閣で用いる (Dijkstra1900-11 : 106， Sytstra/Hof 1925 : 127-129， 

Tamminga 1963: 201-205， Hoekstra 1998: 144-147)0 be-のついた動詞(以

下， 'be-動詞J)の数は西フリジア語ではかなり多く，オランダ語とドイツ語

に比較しでもより多いと言える O

be-動語は beーのない動詞と語形的・意味的な対応を欠いて，語重量的に鹿定

しているものと， be のない動詞と何らかの規則的な意味的関連が認められ

るものに大別される。後者にかんして， be の基本的な意味は「対象への甚

接的影響と動作の達成J とほぼ総括でき，具体的な現われかたにはさまざま

な場合が含まれる。 be-の用法はオランダ語とドイツ語に比べて，はるかに

多岐にわたっている。

beは語源的に前置詞および分離動詞の分離成分のby(オ.bij， ド.bej) 

に相当する。ただし，古くはのまわりに」の意味で、あり， om(オ.om，

ド.um)と関係があった(ラテン諾ambiと同じ語源であり， alTIーの部分

がom，-biの部分がbyに棺当する)。

(a) be のない動詞と語形的・意味的な対応を欠くもの

① be のない動語と語形的な対応を欠くもの

bedigenje'整える j (キdigenjeは存在しない。以下同様)， bedjerre'甘

やかす，腐る j，befelje/befelle I命令するj，begj inne I始める，始ま

るj，beledigje I侮辱するj，belide I自白する， (信仰を)告白するj，

bepale I規定する j，jin besauwe I仰天するj，beseffe I実感する，

するj，beslisse I決定するj，bestede/besteegje I費やすj，jin 

bestuere I騒ぎたてるJ，bestuiverje I支払う j，beswike I屈するJ

② be のない動詞と意味的な対応を欠くもの

語形的に対応する beのない動詞はあるが，意味的に規則的に関連づ

けることが困難なものがある O 次の語は， be の基本的意味である「対
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象への直接的影響と動作の達成J を部分的に表現しているとも解釈で

きるように思われるものを含んでいるが，やはり別の語重量的意味とと

らえたほうが適当である O

begripe r理解する，手元に引き寄せる J (gripe rつかまえるJ

begroetsje r歓迎するJ (groetsje rあいさつするJ)

beheine r制摂するJ (heine i捕らえるJ)

belibje i経験するJ Clibje i生きるJ)

belove/beloovje i約束する J Clove/loovje iほめるJ)

besykje i訪問する，試みるJ (sykje i探すJ)

besitte i所有するJ (sitte iすわっているJ)

beslute i決心する，合むJ (slute i罰じるJ)

besprekke i議論する，論評するJ (sprekke i発言する J)

bestudearje i研究する，探求する J (studearje i大学で学ぶ，大学生

であるJ)

bestean i存在・存続するJ (stean"立っている， (...の状態)であるJ)

bestelle ，.注文する，予約するJ (stelle ，.立てる，据える J)

bestimme i定めるJ (stimme ，.投票する，調整・調律する J)

betsjutte i意味するJ (tsjutte i暗示する，説明するJ)

betelje i支払う J (telje ，.数える J)

bewize i証明するJ (wize ，.示すJ)

以下の用法は， beーのない動詞と何らかの意味的関連が認められるもので

あり，次の(b)から(k)の穣類に分類できる。

(b) 位動語化

be は自動詞の前震詞匂自的語を名詞句誼接話的語に変えて，他動認を形

成する。つまり，目標や原因などを表わす前置詞を伴わずに，動作の影響が

直接的に対象に及ぶこ之を表現する。

beantwurdzje/beanderje i ( . . .に)答えるJ (antwurdzje/ anderie ，.答え

る (op...に)J)

bedoele i ( ...を)ねらう，意図するJ (doele iねらう，意図する (op... 
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を)J) 

beharkje r C ..を)聞く J Charkje r聞く Cnei...を)J) 

bejubelje ' ( . .. ~こ)歓声を上げる J (jubelje'歓声を上げる (om...に)J) 

bekleie 'C...を)嘆く JCkleie '嘆く (oer...を)J)

beskrieme ，( • . .を)嘆き悲しむJ (skrieme'嘆き悲しむ (om...を)J) 

betreur (j) e ，(...を)悲しむJ Ctreur(j)e '悲しむ Com...を)J) 

betwifelje ，(..を)疑う J Ctwifelje '疑う (op...を)J) 

i) Harkje nei de tekst op 'e ban. '本文をテープで聞きなさいJ Cnei ... 

harkje) CULI'S， B 9 : 7変更)

Behω会jede tekst op 'e ban. 

吏)

(beharkje) CULI'S， B 3 : 11変

ii) Der hoechst dochs net om te skriemen? 'そのことは君は嘆く必要は

ないじゃないかJ (om... skrieme) CDykstra 2000 : 623) 

Letter silst dyη unfoech dwaan besわ'Ieme.'後になって，煮は自分の

不適切な行動をi喪くだろう J Cbeskrieme) CTamminga 1963 : 204正

書法変更)

iii) Tt匂rdoelde er 0ρmei dat sizzen? '彼はあんなことを言って，何の

つもりだったんだろう J (op... doele) CZantema 1984 : 185) 

Wat soe hja bedoele? r彼女はどういうつもりなのだろう J Cbedoele) 

Cib. 59変更)

この be は動誌の明示的な意味を変更するものではないが， be動詞には

be-のない動詞に比べて，動作の達成や白的詰への影響そ強調するニュアン

スが認められる(，しっかり・十分に...するJ など)。

Hy skeat 0ρ 'e liuw. '彼はライオンをねらって撃ったJ (自動詞 sjitte 

「ねらって撃つ Cop...を)J) (Hoekstra 1998 : 144変更)

H y beskeat de liuw. r彼はライオンにかなりの銃撃を加えたJ (他動詞

besjitte '(...を)かなり銃撃するJ)Cib.変吏)

動詞と意味的な結びつきが弱い蔀量詞句を他動詞化する be動詞もある O

bedrinke '( . . .を祝って)乾杯するJ (drinke'乾杯する (op...を祝つ
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て)J) 

(c) 代換表現(エ.hypallage) 

他動認の目的語がbe-の付加によって以下のような交替を起こすことが

あり，これを「代換表現」と呼ぶ。

be のない動詞 r名詞句 1十[場所の前置詞ート名詞匂 2]ート動詫J

件 be-動詞 r名謂匂 2十[meiト名詞勾 1]ートbe-動詞」

[場所の前置詞十名詞句2]の前置詞は動詞によって異なるが， be-動詞に

よる代換表現では， [mei十名詞句1]のように手段を表わす mei オ.met， 

ド.mit)に限られる。 [mei十名語句1]は表現しないこともある O

i) Mem smart buter op it stikje bdle. r母はパンにバターをぬる」

(smarre r ( ...を)ぬる (op...のとに)J) (Veenstra1988:149変更)

Mem besmart it stikje bdle mei buter. '向上J (besmarre '(‘..に)

ぬる (mei..“を)J) (jb. 149変更)

ii) Heit s}うroeidewetter oer de tun.'父は躍に水をまいたJ (sproeie' ( . . . 

を)まく (oer...のよに)J) (jb. 149変更)

Heit bes)うroeidede tun mei wetter. '向上J (besproeie '(...に)ま

く (mei...を)J) (ib. 149変更)

iii) It jonkje hat it tou om de redens bun. '男の子はスケートにひもを結

びつけたJ (bine' ( ...を)結ぶ (om...のまわりに)J) Ob. 149変更)

It jonkje加tde redens mei tou bebun. '向上J (bebine r ( . . .に)結

ぶ、 (mei'"を)J) (ib. 149変更)

be-動詞による代換表現は，動作の影響が目的語全体に及ぶことを含意す

る傾向がある。ただし，義務的に合意する必要はない(Veenstra1988 : 152) 0 

De sjauffeur lade koffers op de auto. '運転手は東にトランクを積ん

だJ Oade ，(...を)積む (op...の上に)J) (jb. 152変更)

De sjauffeur belade de auto mei koffers. '運転手はトランクを積んで

を一杯にしたJ (belade ，( • . .に)積む (mei..を)J) (jb. 152変更)

① 受動化

be のない動語による「名語句 1J と， be動詞による代換表現の「名
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詞句2Jはともに直接目的語であり，受動態で主語になる。

i) De boer ρlante de tulpen yn de tun. r農夫は庭にチューリップを植え

たJ (plantsje r ( .. .を)植える (yn...の中に)J Cib. 152変更)

De tulpen waarden troch de boer yn de tunρlante. rチューリップは

農夫によって庭に椋えられたJ Cib. 152変更)

ii) De boer bψlante de tun mei de tulpen. r向上J (beplantsje r ( . . . 

に)植える (mei...を)J) Cib. 152変吏)

De tun waard troch de boer mei de tulpen bψlante. r向上J Cib.152 

変更)

② 被動自的語と達成目的語

be-のない動語は動作の結果として生じる直接目的語，すなわち「達

成目的語J (エ.effectum object)を持うことがある O しかし，対応す

るbe動詰は，目的語が動作による藍接的影響を受けることを表わす

ので，達成日的語を伴うことはない。 be動詞の自的語は，動作に先

って存在している「被動目的語J (エ.affectum object)である点で

区別される (Veenstra1988 : 158 f.) 0 

i) Heit skildere in gl色s.I父はグラスの絵をかいたJ (skilderje I ( . . .の)

絵を描く J)

Heit beskildere in gles. r父はグラスに絵をかいたJ (beskilderje r ( . . . 

に)絵を描く J)

ii) Muoike naait in jurkje. r伯母はドレスそ編んでいる J (naaie r ( ... 

を)編んで作り出すJ)Cib. 158変更)

Muoike benaait in jurkje. r伯母はドレスに編み物を施す(ニドレス

に伺かを編みつける)J (benaaie r ( . .. vこ)編みつけをするJ) Cib. 158 

変更)

iii) Omke Jwt in nij hok timmere. r伯父は新しい納屋を作った」

(timmerje r ( ...を)木材で作るJ Cib. 158変更)

Omke hat in nij hok betimmere. r伯父は新しい納屋に手を入れた」

(betimmerje r ( . .晶に)木材で、工作を施すJ)Cib. 158変更)
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③ 名詞を含むbe動詞(装備動詞)

be動詞が語幹に名詔を取り込んでいる他動詞のなかには， '... ~こく名

詞を〉備える」という意味の「装備動詞(仮称)J (ornativen)がある。

この場合，く名詞を〉の部分は代換表現の 'meiト話器詞」に相当する

ので， 'mei十前置詞」を加える必要はない。たとえば， betegelje' ( ... ) 

にタイルを張る」は名詞tegel'タイル」を含んでいるので，タイル

を」の部分を‘meitegels'として付け加える必要はない。

Ik haw de flier betege!e.'私は床にタイルを張ったJ (betegelje' ( . . . ) 

にタイル (tegel)を張るJ)

Ik bedongje dat lan fan 't jier net. '私は今年はあの土地に肥料はや

らないJ (bedongje ，(...に)賠料 (dong)を与えるJ) (Tamminga 

1963: 203変更)

Dizze alde stoel kin noch wol ris beklaaid wurde. 'この吉いいすは

一度，ちょっとクロスを張ってもいい(受動態)J (beklaaie' ( . . . )に

クロス・布(Idaaid)を張るJ) Gb. 204変更)

De direksje bekomψ)jutert it hiele ynstitut. '管理部は研究所全体をコ

ンピューター化する(ニ研究所全体にコンビューターを備えつける)J

(bekompjuterje ，(...に)コンピューター (kompjuter)を備えつけ

るJ) (Veenstra 1988 : 168) 

(d) ，中へ入れこむ」という意味の他動詞

be動詞はbe のない動詞が表わす動作の結果，呂的語を何かの中へ(，yn 

など十名詞勾J)完全に入れこむという意味をもつことがある O

J 0 moatte noch aaien yn it besleek bekloρ)je. 'あなたはそれからまだ卵

をねり粉に泡立てて混ぜ、なければなりませんJ (beklopje'たたくことに

よって泡立てて混ぜる (yn..の中へ)J件 klopje'たたく J) (Hoekstra 

1998 : 146変更)

Hja hat blommen yn 't hier befi地sele.'彼女は花を髪に編みこんだJ(険制問，Ije

「編みこむ (yn...の中へ)J仲 frisselje'編むJ) Gb. 63変更)

De suker is deryn bebakt. '砂糖がその中に入れて焼いてあります」
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(bebakke I混ぜて焼く (yn...の中へ)J 件 bakke'焼く J) (Dykstra 

2000 : 27) 

Wy wolle net yn dizze ruzje behelle wurde. '私たちはこの喧嘩に巻き

込まれたくありませんJ (behelje I呼び込む (yn...へ)J c宇治りe'呼ん

でくるJ) (Zantema 1984 : 66変更)

(e) 効巣・充足，弼逮・遂行

be-はbe のない他動詞に比べて，動作の達成による何らかの効巣や，動

作の及ぶ対象への到達を表わす他動詞を形成することがある O

① 効果・充足

この意味では， be動詞は be のない動詞と明示的意味がはっきり異

なるわけではないが，動作の達成による充足を強調するニュアンスが

認められる。

i) De timmerman skaafde de ruge planke. '大工はごつごつした板にか

んなをかけたJ(skave'かんなをかける J) (Veenstra 1988 : 159変更)

De timmerman beskaafde de ruge planke. '大工はごつごつした板に

かんなをかけて平らにしたJ (beskave'かんなをかけて王子らにするJ

(ib. 160変更)

ii) Beppe meant it gers.'祖母は草をメIjう J(meane'jiJる J)(ib. 159変吏)

Beppe bemeant it gers. I抱母は草を刈ってきれいにするJ (bemeane 

「メヨってきれいにするJ) (ib. 160変更)

iii) Pake Izat it izer bucht. I祖父は鉄を曲げた・のばしたJ (buge I曲げ

る，のばすJ) (ib. 159変更)

Pake hat it izer bebucht. '笹父は鉄を曲げて・のばして整えた(ニ

目的にかなうようにした)J(bebuge '曲げて・のばして整えるJ) (ib. 

160変更)

次の例は一種の強調表現とも言える。

iv) 1k tankje jo hertlik foar jo brief. Iお手紙に心から感謝しますJ

(tankje I感謝する，諏絶するのおかげで、あるJ)

1k betankje jo hertlik foar jo brief. Iお手紙に心から深謝します」
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(betankje r深謝する，丁重に謝絶するJ)

② 到達・遂行

この意味の be動認は， be のない他動語に比べて，動作が十分に遂行

され，目的語に務達することを明示する O 話法の助動詞kinr犯人.で

きる」を伴ったり，可能の受動の意味 (r.. .され得る J) を表わす rte~

第 2 不定詞 (en~不定詔)十wêzeJ 構文などで使い，否定詞や程度の副

詞を伴うことが多い。つまり，話法的ニュアンスを伴う表現で用いる

額向があると言えるO

De hun f<oe de hazze lang net berinne. r犬はウサギに到窟，追いつ

けなかったJ(berinr淀川...に)走って追いつく」件rinner走るJ)

(Tamminga 1963 : 203変更)

De swimmer f<in it hjir net bedjipje. r泳ぎ手はここでは深くて足が

崩かないJ(bedjipje r ( . . .の)臆に足が屈し(...の)深さを測る」

件djipjer ( ..の)深さを測るJ，djip r深いJ) (Dykstra 2000 : 27変

更)

Yn in pear tellen wie it fleantuch net mear te beeagjen. rし〉くつか

数を数えている間に，飛行機はもう臼で後を追うことができなくなっ

たJ(beeagje r自で追うJgeagje r見るJ，each r目J)(Tamminga 

1963 : 203変更)

Soe dit paad te be.かtsenweze? rこの道は自転車で行けるんだろうか」

(befytse r ( . . .を)自転車で走破する」件fytser自転車で行く J) (他

動詞化) (ib. 202変更)

Fan 'e boat f<oene wy de wal sawat f<reM besta.ρρe. 'ボートから私た

ちは埠頭になんとかやっと足が届いたJ(bestappe' ( . .. vこ)乗り移るJ

件 stappe'乗るJ) (ib. 203変更)

次例の besjitteは自動詞の「他動詞化J(b)， besmiteは「代換表現J(c) 

とも類似している O

Dy fugel is te fier fuort， ik f<in him net besjitte. 'あの鳥は遠くに離

れすぎている O在、はそれを撃って命中させることができないJ(besjitte 
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r(.ーを)撃って命中させる」特sjitter ( . . .を)撃つ，仕留める(他動

語)J) (WFT 2/1986 : 137正書法変更)

De guozzen wiene sa tichtby， dat hy koe se hast mei in stien besmite. 

「ガチョウたちはすぐそばにいたので，彼はほとんど石を投げてぶつけ

ることができそうだったJ (besmite r ( . .. ~こ)投げて当てる (mei

を)J Tsmite r ( . . .を)投げるJ) (Tamminga 1963 : 203変更)

オランダ諾とドイツ語では r効巣・充足」と「到達・遂行」の意味はb巴

の用法として部分的あるいは少数の慣用句で認められるにすぎない。

フ.b巴tankjer深謝する」

オ.bedanken r陪仁」

ド.sich bedanken r同上」

ブ.besmite r(ー.を)撃って命中させるJ

ド.b巴schmeisen/bewerfenr河上」

ブ. Der is gjin lan mei him te besilen. r彼はまったく手に負えない(彼

とともに航海してたどり養ける国はない。慣用句)J (b巴siler ( .ーに)

航海してたどり着く J)

オ.Er is geen land met hem te bezeilen. r河上J (bezeilen r同上J)

(f) 収益・獲得

be は動詞の本来の目的語以外に，動作の達成によって間接的にもたらさ

れる収益や獲得物を新たに目的語として，他動詞を形成することがある O

Us pake加tgendch jild bebuorl，e dat er stil libje kin. r伯父は余生を
静かに過ごすのに十分な金を農業を営んでトたくわえたJ (bebuorkje 

を営んでト(..を)得る」特buorkje

203変更)

を営むJ (Tamminga 1963 : 

Pyt hat mei syn wiif in grut boerepleats betroud. rピトは奥さんと結

婚して大きな農場を予に入れたJ (betrouwe r結婚して(...を)手に入

れる (mei..と )J Ttrouwe r結婚する (mei...と)J (ib. 203変更)

Hy befiske op 'e Noardsee in sober stikje brea. r彼は北海で漁をして

わずかなパンを得ていたJ (befiskje r漁をして(..を)かせぐJ件 fiskje

「漁をするJ) (ib‘203変更)

Se hawwe de frede b々fochte.r彼らは戦いによって王子和を勝ち取ったJ
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(befjochtsje r戦って(...を)得る」伶fjochtsjer戦うJ)

Sunder in kloek wyfke hie Jan dat kaptaaltsje noait bewrotte kinnen. 

「利口な奥さんなしには，ヨンはいくら懸命に働いてもあの財産はけっし

て手に入らなかっただろう J (bewrotte r懸命に働いて(• . .を)得る」

特 wrotter懸命に働く J) (ib. 203変更)

"，.このbeーのF司法はオランダ語とドイツ語では稀にしか認められない。ドイ
ツ語ではふつう接頭辞巴r を用いる。西フリジア語には erーに相当する接

援辞がないので， be-がその役割を果たしているとも考えられる。

フ.de {frijdom/frijl淀川}befjochtsje r戦いによって自由を勝ち取る」

オ.de vrijheid bevechten r向上」

ド.di巴Fr巴iheit{εrkampfen/ erringεn} r河仁」

(g) 不足・不快感の発生

be動語は，動作の達成によって動作主である主語に発生する身体的不足

や不快感を新たに目的語として，他動詞を形成することがある。

We hawwe honger beskre.ρt. r私たちは重労働をしておなかがすいたJ

(beskreppe rあくせく働いて(...という状態に)なる J<=>skreppe rあ

くせく働く J) (Hoekstra 1998 : 145変更)

Hy hat pine yn 'e holle bereizge. r彼は旅行をしてから頭痛がしたJ

(bereizgje r旅行した後で(...という状態に)なる」仲間izgjer旅行す

るJ) (ib. 145変更)

Drink mar ris op， jim sille wol toarst berun hawwe. rさあ，飲み子し

なさいよ O おまえたちは走って喉が渇いただろうからJ (befytse r自転

車に乗って(...という状態に)なるJ仲fytser自転車で行く J) (WFT 

2/1986 : 103) 

足すこのbeーの用法はオランダ諾とドイツ語には見られない。

(h) 自動詞(能格動詞)の be動詞

beが他動詞ではなく，自動詞を形成することがある。このbe動詞は，

語が動作によって変化を被り，他動詞の目的語に相当する能格動詞(エ.er-

gative verb，または非対格動詩，エ.unaccusative verb)の自動詞であり，

完了の助動詞は wezeである Oつまり，動作の達成による変化で何らかの結果
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を生じる対象がbe-動詫の主語として現われている O

① be のない動詫が他動詞の場合

be動詞は性質や自然現象などを表わす。

De beage bebru}d al gau wat. '馬の引き具は使っているうちにすぐ

に少しなじんでくるものだJ(bebruke' ( . . .が)使つてなじむように

なるJqbruke ，(...を)1]吏うJ) (Veenstra 1988 : 161) 

It brea is bebakt. 'ライ麦ノfンは焼くと縮んだJ(bebakke ，(パンな

どが)焼くと縮む」件bakke，(ノfンなどを)焼く J)(Zantema 1984 : 

57) 

Spinaazje besiedt oe sa. 'ホウレン草は煮るとすごく縮むJ(besiede 

，( ...が)煮ると縮む」特siede，(...を)煮るJ) (ib“146) 

De glezen beblomje fan 'e froast. '窓ガラスは凍って霜の花が咲く」

(beblomje ，( .. .が)花模様をつけるJqblomje ，( . • .を)花模様で飾

るJ) (Tamminga 1963 : 203正書法変更)

次の語は具体的な動作が土七日命的な意味に転じた例である。

De gearkomste is goed {beslein/ beteart} . '会議は成功したJ(bes-

laan/beteare ' ( . .が良い)結果になる」特slaanr ( ...を)打つJ/teare

「たたむ，包むJ)

副詞‘(earst/noch)wat' r (まず/まだ)少し」と話法の助動詞moatte

「・ーする必要があるJが共起することも多く，このbe は話法的ニュ

アンスを伴うと言える。 watは不定代名詞wat'何か」と同形だが(オ.

wat， ド.etwas)，この場合はむしろ副詞としてはたらいている O

Sa'n nij stik ark moat earst wat bebruke. 'そういう新しい道具はま

ず，ちょっと使い慣れる必要があるJ(bebruke' ( .. .が)使つてなじ

むようになる」件bruke，( ...を)使うJ) (Zantema 1984 : 57) 

Nije klean moatte earst wat bedrage. '新しい服はまず，少し着てみ

てなじませる必要があるJ(bedrage' ( . .が)着用してなじむように

なるJqdrage ，(...を)着用するJ)(Sytstra/日of1925 : 128 

変更)
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Dizze tsiis moat noch wat belege1ブ6.「このチーズはまだ少しねかせ

る必要があるJ(belegerje 1 ( . .が)貯蔵して熟成するJ{=}legerjel(... 

を)貯蔵するJ)(Hoekstra 1998 : 146変更)

Dy nijmelke ko moat earst wat bemelke. 1あの子牛を生んだばかり

の乳牛は，まずちょっと，乳がよく出るように乳しぼりをしてやる必

要があるJ(bemelkel (ー..が)乳搾りをして乳がよく出るようになる」

件melke1 ( ...の)乳をしぽるJ)(Zantema 1984 : 75) 

② be のない動詞が能格動詞の自動詞の場合

be-を伴わない動詞自体が能格動詞の自動詞の場合もある。 be の付

加によって動作の達成とその変化の結果を強調するニュアンスがあり

(1しっかり・十分に・よく...になる， ...しつくすJ)，一種の強調表現

とも:雪える O

Mei ien waarm reintsje sil it lan wol gau begroeie. 1一度，暖かい雨

でも降れば，その土地はたぶ、んすぐに草が一部に茂るようになるだろ

うJ(begroeie 1一面に茂る，十分に成長する」仲groeie1茂る，成長

するJ (WFT 1/1984 : 323正書法変更)

{Sneinswurk/Dy beam} bedijt net. 1 {日曜仕事は大成しない/あの木

はちゃんと茂らないわ (bedije1よく繁栄・繁茂するJ件dije 繁栄・

繁茂するJ)(Zantema 1984 : 58) 

It semint wie bestjurre. 1セメントはよく閉まっていたJ(bestjurje 

「しっかり臨まる」特stjurje1同まるJ)(Dykstra 2000 : 50) 

Y n it restige wetter fan it Waad besinkt in protte dfeart ut dat 

Rynwetter. 1ヴアート地帯(北海沿岸の干潟地帯)の静かな水の中

には，ライン}l1からのたくさんの廃棄物が沈殿するJ(besinke 1沈殿

する」件sinke1沈むJ)WLI'S， B 9 : 7) 

この吊法では副詩wat1少l，Jが共起することがあり，動作の達成に

よって強められた変化の意味を主観的に規定している。つまり，be-は

やはり話法的ニュアンスを伴うと言える O

Dat doek sil wolωat bekrimJうeby it waskjen. 1あの布はたぶん洗う
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と少し縮むだろうJ(bekrimpe 'ずっと縮むJ<=>krimpe '縮むJ)

(Zantema 1984 : 71変車)

Wy fiele us hjir noch net sa thus， mar it sil wol wat bewenne. '私

たちはここではまだそれほど落ち着ちませんが，たぶんいくぶん噴れ

てくると思いますJ(bewenne 'よく慣れるJ特wenne"潰れるJ)

(日oekstra1998 : 146変更)

次は比織的な意味を表わす例である O

Dy leafde is aardich besakke. 'あのロマンスはだいぶ熱がさめたJ

(besakje '落ち着く，下がる」件sakje'下がるJ) (ib. 82) 

③ be のない動謂が非人称動詞の場合

Pas op， de boeken bereine.'気安つけて，本が雨で濡れるよJ(bereine 

「雨で濡れるJTreine '雨が降る(非人称動詞 it r討nt)J) (Zantema 

1984 : 79) 

Ik bin bereind. '私は雨に降られた(=雨で濡れた)J (向上)

Dong moat wat bereine.'杷料は少し雨に当てて湿らせる必要がある」

(向上) (WFT 2/1986 : 94正書法変更)

狂arfingers wiene bり計zen.'彼女の指はしもやけになったJ(befrieze 

「凍傷・しもやけになる，凍る」件frieze'氷が張る(非人称動詞 it 

friest) J (Dykstra 2000 : 31変更)

It lan besnijt. 'その土地は警が積もるJ(besnjie '雪で覆われる」仲

snije '雪が降る(非人称動詞 it snijt) J (Veenstra 1988 : 161) 

Sokke nije ferkearsregels moatte earst wat besimmerje en bewinter-

je. 'そういう新しい交通規則はまず，ある程度，夏冬を越してなじま

せなければならないJ(besimmerje '夏を越してなじむようになるJ/

bewinterje '冬を越してなじむようになる」特simmerje'夏になる(非

人称動詞itsimmert) J/winterje '冬になる(非人称動詞itwintert) J) 

(Tamminga 1963 : 205正書法変更)

国=このbe の用法はオランダ諮では稀にしか見られない。ドイツ語のbeに

この用法はほとんど存在しない。
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ブ.besinke i沈殿する J (sinke r沈むJ)

befrieze i凍傷・しもやけになる，凍る J (frieze r氷が張る(非人称動

詞itfriest) J) 

オ.bezinken r向上J (zinken r詞上J

bεvriezen r向上J (vriezen r向上(向上hetvriest) J) 

ドイツ諾で西フリジア諮のbefri巴胞に対応するのは，接頭辞巴rーを

伴った日rfrierenである。ただし， frierenは非人称動詞以外にも用い

る。また，オラン夕、語ではge-が対応することがある。

ブ.bewenne r慣れるJ (wenne r問左J)

オ.gewennen (wennen r向上J)

ドイツ語ではgewohnenは他動詞であり，ネwohnenという諮はない。

西ブリジア語のbereineに対応するオランダ語のberegenenとドイツ

語のberegnenは，ともに i( ...に)散水する，雨に当てて濡らす」と

いう他動謂である。西フリジア語のbereineはこの意味の他動詞とし

ても照いるが，同時に「雨で濡れる」という;意味の能格動詞の自動認と

して用いる点で異なる。

or be-動語が能格動詞の自動詞である代表的な例に， begjin聞がある obegjin 

聞は r( ...を)始める」という意味の他動詞でも用い，自動認でも r( ... 

が)始まる J i始める (mei..を)J という意味で用いる。これはオラン夕、

語とドイツ語のbeginnenでも同様で、ある。ただし，西ブリジア語のbegjin-

m とオランダ語のbeginnenでは，ともに完了の助動詞はすべての用法で

つねにそれぞれweze/zijn支配である。一方，ドイツ語のbeginnenはつね

にhaben支配である。なお 3言語ともに be を欠く語形は現代議には

残っていない。

④ 過去分認で使う自動詞(能格動諮)の be動詔

年中行事や社会的な慣習としての動作を経た結果，主語の状態の変化

を示す表現について，能格動認の自動認としての be動詞を過去分詞

で使う用法がある。様態を示す形容詞を伴うことが多い。

Hoe is 't， binne jo goed bereizge? rどうです，旅行は良かったです

かJ (bereizgje r ( ..を)旅行する」の過去分詞) (Tamminga 1963 : 
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204正書法変更)

Ik fiel my mar min bebntllojte. r私は良い結婚生活を送っていないよ

うな気がするJ (bebrulloftsje r結婚式を挙げる，結婚生活に入る」の

過去分詞) (ib. 204変更)

日jaliket aardich bewive te wezen. r後女はちゃんと嫁らしくなった

ようだJ Cbewiivje r妥・主婦らしくなる，所帯じみる」の過去分語)

(ib. 204lE書法変更)

Hoe binne jimme b詐este?r君たちはお祭りが終わってどんな気分だ

いJ (befeestje r祭りの後で(...という)気分になる」の過去分詞)

(Zantema 1984 : 61) 

Mem is goed behushimmele. r母は立派に家の大揖除ができた」

(behushimmeljer家を大掃除する」の過去分詔)CHoekstra 1998 : 146 

変更)

このbe の用法は，オランダー語ではbereisd(ブ.bereizg巴)， ドイツ語で

はbereist(同左)， bewandert (本来， viel gewand巴rtの意味)など，少数

の語にとどまる。

(i) 再帰動詞化

be-動詞が再帰動詞に転じる語が少数ある。これは他動詞の自動詞化に準

じて理解することができ，意味的にも主語が変化を被る点で能格動詞(非対

格動詞)に類似している O

jin bedrinke r酔っ払う J (drinke r飲むJ)

jin besupe r酔っぱらう J (supe r ( ...を)がぶ欽みする， (動物が...を)

飲むJ)

jin bejaan r赴く，関係する，屈する J (jaan r与えるJ)

Men hoecht jin net nei Amer北 ate bejaan. rアメリカには行く必要は

ないJ (jin bejaan) (WFT 2/1986 : 11変更)

再帰動語のほかに，自動詞(能格動詞)としても用いる be動諮がある O

beda(a)rje/jin beda(a)rje r落ち着く， (症状が)おさまるJ (*da(a)rjeは

存在しない)
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Bedatブ'e(，め，;wa仁「少しは我慢しなさいJ (WFT 1/1984 : 268変更)

{De pine/It hoastjen/De koarts} is aardich bedarre. r {痛み/せき/熱}

がだいぶおさまったJ (WFT 1/1984 : 268変更)

be動詞が他動詞・再帰動詞・自動詞(能格動詞)の 3通りに用いる語もあ

る。

bewege r動かす(他動詞)，動く(自動部(能格動詞))J/jin bewege r動

く(再帰動謂)J ((稀:wege r動く J)

(j) wat十be動詞(十enbedwaan) 

be動詞は watr何を，何と」を含む文，とくに疑問文や感嘆文で嫌悪・驚

嘆・好奇心の意味を表わす。この用法は地の用法と異なって，ほとんどの動

詞について可能である(Dijkstra1900-11 : 106) 0 watは「何を」という意味

の薩接自的語よりも，むしろ「何で(また.，.なのか)，何と(まあ"なんだ

ろう )Jという意味で副詞的にはたらいており， be-動詞は他動詔よりも，む

しろ動作主を主語とする非能格動詔(エ.unergative verb)としての自動詞

に近い。この beーの吊法は動詞の語実的な意味そ変更するのではなく，話法

的ニュアンスを伴うと言える O

さらに，この be-の用法には音韻論的な効果もあると考えられる O つまり，

無アクセントの接頭辞be を動詔につけることによって，それとの対比から

動詞語幹のアクセントが強調され，話者の感情がそれだけ表現しやすくなる

と言えるO

Wat sil men bereedride mei sok striemin iis? r何でまた，こんなひど

い氷のときにスケートをしようっていうんだJ(reedride rスケ…トをす

るJ(Tamminga 1963: ib. 204正書法変更)

防'atsilst no al betrouwe， jonge， do bist noch fierste jong! r何で今もう

結婚しようなんでいう気になるの，お前(二二男の子に向かつて)，まだ若

すぎるじゃないかJ(trouwe r結婚するJ) (ib， 204正書法変更)

Men soe sizze， wat behushimmelet sa'n minske de hiele dei! rあの人っ

たら，何とまあ一日中，家の大掃除をしてるんだろうねえ(ニ必要ない

のに)J (hushimmelje r家の掃除をするJ) (ib， 204正書法変更)
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① wat十be-動詔十enbedwaan (疑問文・感嘆文)

'en bedwaan' (en 'そしてJ，dwaan 'するJ)を上記の用法のbe-動

謡に並列させて，継続・強意のアスペクト (duratyf!yntensyfaspekt， 

Tamminga (1963: 204))を示すことがある。

砂ratbemuskoρ>je en bedogge jimme dochs? 'おまえたちはいったい何

をひそひそ話してるんだJ(muskopje'ひそひそ話をするJ)(Zantema 

1984 : 60) 

Ik koe net ferstean wat dat ald minske beeamele en bedie. '私はあ

のばあさんが何をあんなにこぼしていたのか，わからなかった」

(eamelje '小宮・愚痴を苦うJ)(Tamminga 1963 : 36正書法変更)

② wat十be動詰十endwaan (疑問文・感嘆文)

bedwaanがbe を欠くこともある O

Wat soe er der allegear bestuiteげeen dwaan? '設はあそこで何をあ

んなにつまずいたりしてるんだろうJ(stuiterje'つまづくJ) (ib. 204 

変更)

③ wat十be-動詞enbedwaan (譲歩文)

譲歩文 (alwat 'どんなに..しでもJ)で用いることもある。

AI wat de man ek berop en bedie， it bist gong net fuort. 'その男が

何を叫んでみても，けものは立ち去らなかったJ(roppe'叫ぶJ)(WFT 

1/1984 : 287正書法変更)

④ be-動詞ートenbedwaan 

次の文はwatを含まず，平叙文で 'be動詞十enbedwaanJを用いて

いる例である。 hielwat'たくさんJ，hielendal '完全に」という程度

を強める語が共起しており，‘en十bedwaan'は，先行する be動詞の表

わす動作に継続・強意アスペクトの意味を加える手段として用いてい

る (WFT1/1984 : 287) 0 

Der is hielwat bゆraaten bedien. '山ほどたくさん議論がしつくされ

たJ(prate'話し合う，議論するJ，受動態)(Zantema 1984 : 60変更)

Syn hanωie hielendal beblet en bedien. '彼の手はまったく血だらけ
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になっていたJ(blieder血で汚すJ，受動態)(Tamminga 1963 : 36正

書法変更)

⑤ beーのない動詫+endwaan 

rbe のない動詔ートendwaarじでも動作の継続・強意は表現できる。

ただし，ホrbeーのない動詞十bedwaanJは許されず， bedwaanはつね

にbe-動詞とともに用いる(jb.36)。

五mmemoatte net altyd sa tsiere en dwaan. rおまえたちはそんなに

いつもけんかばかりしていてはいけないよJ(tsiererけんかするJ)(jb. 

36正書法変更)

日jawrotte eη die fan moarns ier oant juns let. r彼女は朝早くから

変遺くまであくせく働きまくっていたJ(wrotterあくせく働く J)(jb. 

36変更)

Hat se net jierrenlang har sike alden 0.ρμst仰の・仰?r彼女は何年も

病気の両親をいろいろ世話していたのではなかったのかJ(oppasse 

「世話する，注意するJ) (jb. 36変更)

以上のことをまとめると， be の付加は嫌悪・驚嘆・好奇心などの話者の

強い感情という話法的ニュアンスを伴い，継続・強意のアスペクトを示す

冶n-トdwaan'にも be-を{寸加して‘en十bedwaan'とすることがあると言え

るO

このbe-の用法はオランダ誇とドイツ語には見られない。

(k) allesなど十be動詞

be-動詞は少数の動詞について allesrすべてJなどを呂的語として，軽蔑

などの否定的な評価の意味を込めて用いることがある。 Dijkstra(1900-11 : 

106)はこのbeの用法は西フリジア語に特徴的 ('kenmerkendFriesch'， ib. 

106)であると述べている。 allesは，(j)の watと同様に rやたらに，何でも

かんでも」のような感情的ニュアンスを伴った副詩的なはたらきをしてお

り， (j)と同様に， be は動詞の語業的な意味を変更するのではなく，話法的

なニュアンスを表現すると言えるO

Dat fanke belyρt alles. rあの娘ったら，何でもかんでもめそめそするん
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だからJ (Jipe rめそめそ泣く J) (Dijkstra 1900-11: 106正書法変更)

Do moatst alles net sa begnize. rおまえは伺でもそんなふうにせせら

笑ったりしてはいけませんJ (gnize rせせら笑う J)Cib. 106正書法変更)

Dy keardel bポoktalles en el!?enien. rあいつはなんでもかんでも，ど

んなやつにも悪口を言う J(flokke r悪口を言う J)(Hoekstra 1998 : 204 

正書法変更)

s このbe の用法はオランダ語とドイツ語には見られない。

(1) 複数の用法そもつ be動詞

以上のようなbe-の多様な用法を一つの動詞が表現する例も少なくない。

① be-十fytser自転車に乗る」

Wy kinne dat lange ein net bφtse. r私たちはあの長い距離を自転車

では行けないJ (到達・遂行) (Tamminga 1963 : 202変更)

Hja koe dy man net bφtse. r彼女はその男の人に自転車で、追いつく

ことができなかったJ (到達・遂行) Cib. 202変更)

Ik koe de waarmte wol befytse. r私は自転車に乗ったら暑くなるか

もしれないJ (不足・不快感の発生) (狂oekstra1998 : 145変更)

Wat silst bφtse， nim dochs in auto! r君は何をまた自転車で行こう

なんて思ってるんだね。車を使いなさいよ J (wat十be動詔(疑問文・

感嘆文)) (Tamminga 1963 : 202正書法変更)

② be-十rinner歩く，走る」

Terherne is yn in healoere te berinneη 「テルヘネは 30分で歩いて

ける J (歪iJ達・遂行) (Dykstra 2002 : 42変更)

Wy hawwe toarst berun. r私たちは歩いてのどが渇いたJ (不足・不

快感の発生) (Hoekstra 1998 : 145変更)

Ik begryp net wat er tsjintwurdich berint! r私は彼が何をこの頃，走

りまわっているのかわからない(彼はどうしたんだろう)J (wat十

be動詞(疑問文・感嘆文)) (Dijkstra 1900-1911 : 106変更)

③ be十日lieper寝る」

It bed wie net bωJたが rそのベッドは人が寝たことがなかった(=
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寝られたことがなかった，新品だ、った;受動態)J (他動詞化) (WFT 

2/1986 : 156) 

Hy hat in frommes besliept. r彼は女と寝たJ (他動詞化) (Zantema 

1984: 86変更)

Beslieρjo der fannacht earst ris oer. r今晩，寝てそのことを少し考

えてみなさいJ (再帰動語化) (WFT 2/1986 : 156正書法変更)

Ik haρine yn ' e holle besliept. r私は寝たら頭が痛くなったJ (欠乏・

不快感の発生) (WFT 2/1986 : 156) 

Us utfanhuzers seine， dat se goed besliept wiene. rうちに泊まった客

さんたちはよく寝られたと言っていたJ (過去分詞で使う自動諮(能格

動詔)のbe動詞) (Tamminga 1963 : 204 

(m) まとめ

接頭辞be-の用法は次のようにまとめられる。

be動詞には語形的・意味的に対応する beーのない動誌を欠くものがあり，

そのようなbe-動詔は語実的に独立の 1語として閤定している O しかし，この

ほかに， be には動詞に付与する一定の役割がある O

be の基本的な役割は，対象への「富接的影響J (ド.affectedness r被作

用性J)と動作の「達成J (エ.achievement)という意味的な修飾を動誌に施

すことにある O その典型的な用法は，前量詞句目的語を名詞匂直接目的語に

変えて，自動詞を rf也動詞化」することである。それは「代換表現」によっ

て，目的語の交替を号!き起こすことにつながる。「中へ入れこむ」という意味

のbe-動詞も，これに準じて理解できる。動作の「効果・充足J r到達・遂行」

を表わすbe-動詞も同様である O このbe の吊法は，意味的には動作の影響

が対象に直接的・全体的に及び，動作の達成を明確に表現する。

ただし，このbe-の用法は「項捕造J (エ.argument structure)を保持し

ながら，統語的に「結合錨J (エ.valency)を変更するものであり，動詞の

「明示的意味J (エ.denotation r外延J)を変更するものではない。ドイツ

やオランダ語のbeーはほぼこの範囲に収まる O それでも r中へ入れこむ」と

いう意味のbe-動詞は何言語にはとくに認められず r歪日達・充足J r到達・遂
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行」の意味も部分的にしか見られない。

ところが，西フリジア語のbe には動詞の明示的意味を変える用法があ

る。その一つは，動作の達成による対象の変化で間接的にもたらされる結果

を「収益・獲得j，r不足・不快感の発生」という意味として，新たにbe動詞

の直接自的語として取り込む用法である。たとえば， trouwe r結婚するJ と

fytse r自転車で行く」を例に取れば， betrouweは「人と結婚することでく財

産を〉得るj，befytseは「自転車で行くことでくのどの渇き〉を覚える/<体

のほてりを〉覚えるJ のように，結婚の本来的意義とは無縁で付鑓的にもた

らされるにすぎない取得物や，主語である動作主自体の生理的な変化を新た

に誼接目的語とする他動詞を派生することになる。隠者の目的語はtrouwe

「結婚する j，fytse r (自転車で)行く」と直接的な関係は何もない。このbeー

の用法は，オランダ語とドイツ語ではほとんど見られない。

対象への直接的影響と動作の達成という beーの意味的役割は，西フリジア

諾では他動需の派生という統語的な枠を越えて，対象の変化とその結果を表

現することがある。それが「自動詞(能格動詞)のbe-動詞Jであるo ここで

は動作主はもはや表現されず，本来，他動詞の自的語に相当し，動作によっ

て変化を被る対象自体がbe-動詞の主語となって現われる O この主語の変化

は顕著な結巣を残すので，過去分詞は形容詞的に述語として定着しやすい

(r過去分認で使う自動詞(能格動詞)のbe動詞J)。

さらに，酉フリジア語のbeに特有の用法として，動語の結合儲も明示的

意味もともに変更しない用法がある。それが動作主を主語とする rwat十be

動詞(十enbedwaan) J と rallesなど十be動詞」である。これは動詞の種

類に関係なく広く用いることができ，疑問文・感嘆文で嫌悪・驚嘆・好奇心，

あるいは軽蔑などの意味を伴うことが多いように，強い感'清的表現を形成す

る。ここではbe の本来の役割が希薄になり，もっぱら話法的ニュアンスの

表現手段になっている。つまり，具体的な動作の達成と対象の変化による何

らかの結果が，現実世界ではなく，話し手の気持ちの中で主観的に期待され，

実現されることによって，たんなる強調表現になり，動詞の語象的意味とは

無関係に多用されるに至ったと考えられる。ちなみに r他動詞化j r到達・
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遂行J i自動詞(能格動詔)のbe-動詞」でも，すでに述べたように，話法的

ニュアンスを部分的に伴う場合がある。

このように i対象への霞接的影響と動作の達成Jという意味的修飾を動詞

に施す恨の本来的な役割は，茜フリジア語では動認の結合価の変更という

統語的役欝にとどまらず，対象の変化とその結果の表現手段として動認の明

示的意味を変え，日的語が変化を被る「他動詞化」だけでなく， f也動詞の目

的語に相当する主語自体が変化を被る「自動詞(能格動詞)のbe動詔Jにま

で及んでいる。そして，さらに，個々の動詞に特有の語桑的な意味を越えて，

強い感情表現として話法的ニュアンスを広範屈にわたって表現する iwat十

be動詞(十enbedwaan) J と iallesなどートbe動諦Jの用法をもつに至った

と考えられる。

世上記のb巴ーの意味的達憶は， f也の言語でも類似した現象を想起させる。身
近な例として日本語を到に取れば i してしまう」は iしまう(=片付

ける)Jという語委主的意味から完了アスペクトの表現に発達し，それが「ガ

ラスを割ってしまった」のように rガラスを割った」にたいして，意図せ

ずに不本意に起こった出来事への無念・後悔の気持ちを表現する話法的

ニュアンスを{半うことが多い。

ゲルマン語ではどうだろうか。北ゲルマン語では，本来，接頭辞を伴った動

詞は存在しなかった。現代語のbe動詞をはじめとする接頭辞動詞は，中世
のハンザ問盟時代に中低ドイツ語から借用したものであり，高さアクセン

トや声門閉鎖でも北ゲルマン語古来の語とは別のパターンを示す。西ゲル

マン語では，古来の接頭辞による接頭苦手動謂がかなり衰退した英語を除け

ば，ドイツ語，オラン夕、、語，西ブリジア語では，個々の接頭辞の種類や用法

あるものの，接頭苦手動詩という範礁は間程度に発達していると言え

る。その中で， rzgフリジア語のbe…がこれほどその用法を発達させた理由
は， ge の早期の衰退と関係があると筆者は考える。

中高ドイツ語(ド.Mittelhochdeutsch)のg巴の用法は西フリジア語のbeー
の用法に類似しているoge は本来，個々の動詞の意味に応じて動作の完了

の意味を付与する接頭辞だ、ったが，それが完了アスペクトの表現として広

く文法化されるに至った。過去分詞に規則的に付加されるようになったの

は，その結果である O 語重量的に独立のge動詞として国定したものを除け

ば，中高ドイツ諾では完了アスペクト以外に，話法的ニュアンスを伴ったさ

まざまな構文で，不定詞・現在形・過去形について，たんに動作の笑現を話

者の主観的な立場から強調する手段として，文体的な効果のとからも多用
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されていた(清水 1984)0また， 'wat十be動詞(十enbedwaan) Jの箆所

で述べたように，無アクセントのb巴が動語語幹のアクセントを対比的に

強調する役呂を果たすと考えられるのと同様に，無アクセントのge は韻

文において抑音部(弱音部， ド.Senkung)を作り出し，それとの対比で動

詔語幹のアクセントを揚音部(強否認， ド.Hebung)としてきわ立たせる

という韻律上の役自を果たしていたと言える。

一般に，発話には感情を伴う強調表現がつきものである。それに好都合な形

態的手段があれば，本来の用法を拡大して多用する傾向があり，特定の形式

が個別言語の歴史の中で顕著に現われた時代があると考えられる。大陸西

ゲ、ルマン諸に属するドイツ語では， ge が王子韻変化で消失することなく

残ったので，中世のある時期に代表的な表現手段として多用されるように

なり， be はこの点で、二次的な地佼に甘んじたと考えられる o一方，北海ゲ

lレマン語に属する西ブリジア認では， ge の諮頭子音gが口蓋化(エ.

palatalization)によって音韻的に弱まり，消失してしまった。そこで，動

作の達成と対象への直接的影響を表現する役畿を担っていたbeーは，意味

的にも完了アスペクトと類似しており， geーのかわりに多用されるに塗っ

たと考えられる。凶フリジア語にはドイツ語のer に対応する接頭辞が存

在しないことも，これに拍車をかける一因になったと推定される。

以下に述べる接頭辞 fer~ も，動作による対象の変化を表わす点で be~ と類

似点、がある。しかし， fer は否定的な評価やマイナスのニュアンスを伴う

ことが多く，用法が限定されたと考えられるo

beave (n) searje '成し遂げる，実現する J件ferave(n) searje rめちゃくちゃ

にする，散らす，浪費するJ (avε(n)searje '前進する，従事するJ)

bekomme r静まる，回復する， (..の)体に合う，得る」伶f巴rkomme'焔

る，墜落する，水泡に帰する，長続きしなしり (komme'来るJ)

beleare'謂教する，知らせる」件ferl巴are'(習ったことを)忘れる J (Jeare 
「習う，教えるJ)

beoardielje'判断する」仲feroardielje'非難する，有罪判決をするJ(oardiel-

je '判断する (oer...について)J
betinke '熟考する」件fertinke，(人に)疑いをかけるJ (tinke '考えるJ)

jin bedrink巴「酔っ払う」仲jinferdrinke '飲みすぎて体をこわすJ (drinke 
「飲むJ)

60 



間フリジア諮の文法構造動誇 (6)

9 88 非分離動詞 (2):その他の接頭辞動詞

(1) 接頭辞fer-

(a) ferーの意味が不明確な場合

fer-が表現する意味は多様であり，明快に総括することは困難である O

まず， fer-のない動詞との意味的な対応、が不明確なものがある O

ferstean r理解する」特steanr立っている， (...の状態)である」

また，次剖のように， fer のない動詞が存在しない語もある。

ferdwine r消えるJ (*dwineは存在しない)

ferjitter忘れる J C注ぐ」という意味の別の語を除いて， *jitteは存在し
ない)

ferlieze r失う J (勺iezeは存在しない)

ferniele r滅ぽすJ (川ieleは存在しない)

ferrifelje rだますJ (キrifeljeは存在しない)

Se hat har alden al ier J卸lern.r彼女は両親をすでに早くから亡くし

たJ (ferlieze r失う J) (ULI'S， B 1 : 9) 

さらに， fer-動詞が形容詞化した過去分詞としてのみ存在する語がある O こ

の場合，語形的に対応する形容詞化していない fer動詞はあっても，意味的

な対応は明確には認めがたい。

ferkalden r風邪をひいたJ，ferlegen r当惑したJ

ferheard r驚いたJ 特ferhear(r)er開き入れる;開き違いをする(jin

ferhear(r)e) J 

ferkeard r間違った」特ferkearer変更する，交際するJ

ferneamd r有名な」特ferneamer ( . . .にちなんで)名づける」

Hy wie der in bytsje j討legenmei. r彼はそれに少し当惑したJ (ULI'S， 

B 3 : 17変更)

Sokke fersen moatte in goeie ban hawwe， en ek in ferneamde ut. 

jouwer en boekbinder. rそういう詩には良い装丁が必要よ，それに，有

名な出版社と製本業者も J (ULI'S， A 16 : 8) 

ferkaldzje r風邪をひく」の過去分誌はたはきldeであり，形容詞ferkalden
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「風邪をひいた」とは語形が異なる。なお， ferkaldzj巴にはほとんど「風邪

(をひくこと)J という名詞的な用法しかなく I風邪をひく」はferkalden

wurde， I風邪をひいている」はferkaldenwezeのように形容語ferkalden

を用いて表現する。「風邪」という名詞はdeferkaldens/ferkaldheidであ

る。オランダ語にはたrkaldzjeにあたるたr動詞がなしたrk在Idenにあた

る形容詞などで表現する O ドイツ語は再帰動詞のer-動詞と語形的にその

過去分語にあたる語で表現する。

フ.ferkalden wurde I風邪をひく」

オ.verkouden worden/kou vatten I向上」

ド.sich erkalten 

ブ. ferkalden weze I風邪をひいている」

オ.verkouden zijn I向上」

ド.erkaltet sein I同上」

fer-のない動詞との明示的意味の相違がはっきりしない語もある。この場

合， fer は以下に述べるように，本来，動作による対象の変化を表わすが，

もとの動語がそもそも変化の意味を表わすので，変化の完了・完結を強議す

るにとどまり，明示的意味の違いには歪らないとも考えられる。

ferrotsje r腐る，朽ちるJ (rotsje r同左J)

ferskroeie r焦がす，焦げる J (skroeie r同左J)

ferslite r擦り減らす，浩耗する， (時間を)過ごすJ (slite r伺在J)

ferstjerre r死ぬJ (stjerre r同友J)

fersulverje r銀メッキを施す，銀色にするJ (sulverje r向左J)

Pake Hindrik is in jier of wat lyn jerstoarn， yn 'e aldens fan 77 jier. 

「ヒンドリクおじさんは 1年ほど前に 77歳で亡くなりましたJ(ferstjerre) 

(ULI'S， B 11 : 6) 

ur 燈史的に晃ると， fer-の意味が特定しにくいのは，かつての前霞詞と同

形の3種類の語が混合して生じた接頭辞であることとも関係がある。

(b) fer-の意味

それでも，おおまかに言って， fer の意味には主として以下の点が認めら

れる。つまり， fer-はbeーと類似して，対象が何らかの「変f七」を被ること

を表わすが，望ましくない「否定的な評価」や「マイナスのイメージ」な伴
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うことが多い。 fer-動詞は他動謂または自動詞(能格動詞)である。以下，否

定的な評価やマイナスのイメージの少ない!慣に列挙する。

① 移行・変化:装備動詞

語幹に含まれる名詞・数詞，形容詞・不定代名詞のもつ意味への移行・

変化を表わす fer動詞がある。 ferーのない動詞が存在しないことが多

いobe-(S 87 (2)(c)③)の場合と同様に r装備動詔(仮称)J (ornativen) 

と呼ぶ。この意味では， fer はとくに苔定的な評価やマイナスのイ

メージを伴うとは言えない。 fer はこの意味ではとくに生産性が高

し'0
i )語幹に名詞・数詞を含むfer-動詞

ferfryskje rフリジア語になる・する・訳すJ (*fryskjeは存在しないo

Frysk iフリジア語J)

ferienje i統合するJ (*ienjeは存在しない。 ieniひとつJ)

ferstienje i石になる・する J (*stienjeは存在しない。 stienrおJ)

fersukerjer砂糖の結晶になるJ(*sukerjeは存在しない。sukeri砂糖J)

G. A. Wumkes hat yn 1933 it Nije Testamint feη勺ske.rG. A.ヴム

ケスは 1933年に新約聖書をフリジア語に翻訳したJ (ferfryskje) 

託)語幹に形容詞・不定代名詞を含む fer-動認

feralderje I年をとる，すたれる」ドalderjeは存在しないo ald i年を

とった，古いJ)

ferbliidzje i喜ばせるJ (市liidzjeは存在しない。 bliidiうれしいJ)

fergrutsje i大きくするJ (*grutsjeは存在しない。 gruti大きし勺)

ferienfaldigje r簡素化・単純化するJ (持'ienfaldigjeは存在しない。 ien-

faldich r簡単な，単純なJ)

feroarje i変わる，変えるJ (*oarjeは存在しない。 oarr別のJ)

ferwylderjei野生化する，荒れるJ(*wylderjeは存在しない。 wyldi野

生の，荒れたJ)

Dat feroare pas yn de 20ste ieu. rそれは 20世紀になってはじめて変

わったJ (feroarje) (ULI'S， B 3 : 12) 
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Om de opbringst fan it lan te jergrutsjen wurdt in protte keunstdong 

brukt. i土地の収穫量を増大させるために，大景の人司館料が{吏われ

るJ (fergrutsje) (ULI'S， B 9 : 14) 

次の語には ferのない動詞が存在する。この場合， fer動詞はもとの

動認と比べて，抽象的・専門的な意味になる傾向がある O

ferbetterje i (基準を満たすように)訂正・修正するJ (betterj e i (健

康・天候などが)回復する，改良する，改心させるJ，betteriより良いJ)

ferdjipje i深くする， (精神的・質的に)深化させるJ(djipje i ( ...の)

深さを測るJ，djip i深いJ)

ferklearjei説明する，解明するJ(klearjei準備する，掃除するJ，klear 

「澄んだ，明確な，準備ができたJ)

ferwaarmje i暖房するJ (waarmje i暖めるJ，waann i暖かいJ)

Der binne gans minsken， dy't alles )告rbetteηewolle， utsein harsels. 

「自分自身を除いて，何でも直したがる人々はたくさんいる(ことわ

ざ)J (ferbetterje) (Beintema 1990 : 36) 

② 更新・修正

この意味では， fer はとくに否定的な評価やマイナスのイメージを伴

うとは言えない。

ferbouwe i建て替えるJ (bouwe i建てるJ)

ferfange i ( ...に)取って代わるJ (fange i取る，つかまえる J)

ferfluorje i (床を)張り替える， (道を)舗装し産すJ (fluorje i (床を)

張る， (道を)舗装するJ)

ferheakje i別の留め金・ホックに掛け替えるJ (heakje i留め金・ホッ

クに掛けるJ)

ferhuzje i引っ越しする J (huzje i住むJ)

ferklaaie i着脅えさせる J (klaaie i着せるJ)

ferkleurje i変色するJ (kleurje i色づく，彩色するJ)

fermeitsje i改造する， (服のサイズなどを)直すJ (meitsje i作るJ)

ferplantsje i植え替えるJ (plantsje i植えるJ)
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ferrinne r別の方向へ進むJ (rinne r歩く，走るJ)

fersoalje r (靴の)底革を張り替えるJ (soalje r (靴の)直革を張る・

張り替えるJ)

1k fyn de boksen eins wat te lang. -Wy kinne dy foar jo wol 

jenneitsje. rズボンの丈がちょっと長すぎるような気がするんですが」

「それはお客様のためにお麗しいたしますJ (fermeitsje) (Bang-

ma 2: 40) 

1k hoopje op bettere tiden yn myn)をゆoudbedriuw. r私は自分の改

築した(ニされた)痛の営業により良い未来を希望しているJ (fer眠

bouwe) CULI'S， A 13 : 8変更)

③ 呂標・成果

この意味では， fer-はとくに否定的な評価やマイナスのイメージを伴

うとは言えなし ~o

ferlibje r生き延びるJ Oibje r生きるJ)

fernachtsje r夜を明かす J (nachtsje r夜になる(非人称動詞 it nach-

tet) J 

ferprate r話をつける，話し合って許すJ (prate rしゃべるJ)

ferride r (賞品・賞金を求めて)スケートや自転車競技をするJ (ride 

r(車・自転車などで)行く，スケートをするJ)

fersile r (賞品・賞金を求めて)ヨットレースをする J (sile rヨットに

乗るJ)

ferwinne i打ち勝つ，征服するJ (winne r勝つJ)

Dat is wol in misferstan， mar wy wolle it wol mei har jきゅrate.rそ

れはたぶん誤解でしょうが，私たちは彼女と話して折り合いをつけた

いと思いますJ (ferprate) (Zantema 1984 : 258変更)

④ 除去・移動，放出

変化そ受ける対象が離れて移動することを示す。この fer はそれほど

強く否定的な評舗やマイナスのイメージを伴うと えない。
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i )除去・移動

ferbergje r揺すJ (bergje rしまう J)

ferbringe r向こうへ持っていく J (bringe r持っていく J)

ferdriuwe r向こうへ追い払う J (driuwe r追いたてるJ)

ferfiere r運識する，輸送するJ (fiere r導く，運ぶJ)

ferpleatse r移すJ (pleatse r掘えるJ)

fersmite r退ける，捨てる J (smite r投げるJ)

fer羽iVijer秘密にする，公表しないJ (swije r黙る，黙っているJ)

fertarre r消化する・されるJ (tarre r (...を糧として)生きる J)

Y n myn tiid waard de hunekarre brukt， om fracht te )令所erenyn 

stee fan sa'n frachtauto. r私の時代には，薄物を運搬するのに，そん

なトラックみたいなもののかわりに，犬にひかせる荷主主が使われた」

(ferfiere) (ULI'S， A 18: 8変更)

J 0 moatte it foar him )争rswife.rあなたはそれをf皮には秘密にしなけ

ればいけませんJ (fer百九Tije)

ii)放出

ferboelguodzje r競売にかけて売るJ (boelguodzje r競売をする，競売

うJ)

ferhiere しするJ (hiere r賃借りするJ)

ferkeapje r売るJ (keapje r買う J)

Faust hat syn siele oan 'e duvel ferkocht. rファウストは自分の魂を

悪魔に売ったJ (ferkeapje) (WFT 5/1988 : 184) 

⑤ 消失・喪失，消費・浪費，損筈・破滅

変化を受ける対象が離れて移動することを示すが，同時に苔定的な評

舗やマイナスのイメージが加わる。それが強まる頗に以下にまとめる。

i )消失・喪失

fergean r消滅するJ (gean r行く，去る J)

ferkleurje r色あせるJ Odeurje r色づく，彩色する J)

ferleare r (習ったことを)忘れるJ (Jeare r習う，教えるJ)
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ferreine I雨で台無しになるJ (reine I雨が降る(非人称動詞itreint) J 

ferwaskje I洗って色があせるJ (waskje r洗う J)

Mei kleurd waskguod moat men altyd oppasse; it wol gauris 

ferwaskje en it oare guod ferkleurje litte. r色のついた洗濯物にはつ

ねに注意が必要です。洗うと色が落ちて，ほかのものを変色させたり

することがありますJ (ferwaskje) Uerkleurje I変告する」は②「更

新・修正」に含まれる) (WFT 5/1988 : 337) 

De wedstriid is ferreind. r競技は雨で流れたJ (ferreine) (Dykstra 

2000: 152) 

ii)消費・浪費

ferbruke I消費する，鈍い果たすJ (bruke I能う J)

ferdobbelje I賭け事で損をするJ (dobbelje I賭け事をするJ)

ferdokterje I (多額、の金を)霞療に費やすJ (dokterje I医者にかかるJ

ferdrinke I (金を)飲んで使い果たすJ (drinke I飲むJ)

fersile I (金・時間を)ヨット乗りして使い果たす・過ごすJ (sile Iヨッ

トに乗るJ)

ferspy]je I (賭け事で)失う， (時間を)遊んで使い果たす・過ごすJ

(spylje I遊ぶJ)

Ik ha wol fjouwertuzen gune ferdoktere mei dy seare earm. I私はそ

の腕の痛みで医療費に優に 4千ギルダーはかかったJ (ferdokterje) 

(WFT 5/1988 : 126変更)

iii)損害・破、減

ferbaarne I焼失・焼却する，日焼け・やけどする，焦がす・焦げる」

(baarne I燃やす，燃えるJ)

ferdrinke I溺死するJ (drinke I飲むJ)

ferdwale I道に迷う J (dwale Iさまよう J)

ferhongerje r餓死するJ (hongerje I空腹であるJ)

ferkomme I陥る，堕落する，水泡に帰する，長続きしないJ (komme 

「来るJ)
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fertoarst (g) je r喉が渇いて死ぬJ (toarst (g) je r喉が渇く J)

Dy brij is alhiel ferbaarnd! rあのおかゆはまったく焦げてしまった

ぞ、J (ferbaarne) (WFT 5/1988 : 99) 

Sy is ferkomd yn undogenskens. I彼女はきわめて行儀が悪い(

儀の惑さに陥った)J (ferkomme) (Zantema 1984 : 252変更)

Datj甘んomtwol. Iそれは長続きしないだろうよ(ェつきあいなど)J

Uerkomme) (Sytstra/Hof 1925 : 129正書法変更)

⑥ 過重・過失:再帰動詞

この fer-動詞は否定的な評価やマイナスのイメージを明確に伴い，再

録動詞である。 fer-のない動詞との意味的な関連は一般に明躍であ

る。

i )過重

jin ferarbeidzje I過労で体をこわすJ (arbeidzje I働く J)

jin ferdrinke I飲みすぎて体をこわすJ (drinke I飲むJ

jin ferha(a)stigje I急ぎすぎる，あわてるJ (jin ha(a)stigje I急ぐJ)

jin ferite I食べすぎて体をこわすJ Gte I食べるJ)

jin ferskreppe r過労で体をこわすJ (skreppe rあくせく働く J)

jin ferskuorrel過労で体をこわすJ (ferskuorre守iき裂く J，skuorre 

，(引き)裂し)

Myn man hat him alhiel ferskr，ψt en fer説uord.I私の犬はすっかり

過労で健震をそこねてしまいましたJ(jin ferskreppe/jin ferskuorre) 

(Sipma 1949 : 68変更)

の意味は非分離の接頭辞oer でも表わすことがある。

jin ferite~jin oerite I食べすぎて体をこわす」

jin ferarbeidzje~jin oerarbeidzje I過労で体をこわすJ

jin ferskreppe~jin oerskreppe I過労で体をこわす」

jin ferha(a)stigje~jin oerha(a)stigje I急ぎすぎる，あわてる」

ちなみに， の意味の再帰動詞以外に，次の動詞も fer-とoer

を同じ;意味で用いる。ただし， fer一動詞のほうが古風であり， oer動詞
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が一般的である(Hoekstra1998 : 147)。

ferbringe~oerbringe r向こうへ持っていく J

ferlibje~oerlibje r生き延びる」

fernachtsje~oernachtsje r夜を明かす」

ferwinne~oerwinne r打ち勝つ，征服する」

市これは，古フリジア諾 (Aldfrysk)でfor-(フ.fer-)をur-(フ.oer-)と

向じ意味で用いることがあったことと関係がある (Sytstra/Hof 1925: 

129)。

r過重」の意味はふつうオランダ語では zichover動詞， ドイツ言ぎでは sich

出er-動認で表現する O ともに非分離の接頭辞動詞である。

ブ.jin feritε~jino巴rite r食べすぎるJ/jinferarbeidzje~jin oerarbeidzje 

「過労で体をこわす」

オ.zich over社 enr向上J/zichoverwerken r間上J

ド.sich uberessen r向上J/sichuber百rbeitenr向上J

次の語でも，西フリジア語のfer-/oer-にはオランダ語の over-とドイツ語

のむber が対応する。

フ. ferlibje~oerlibje r生き延びるJ/ fernachtsje~oernachtsje r夜を明か

すJ/f巴rwinn日~oerwinne r打ち勝つ，征服する」

オ.overleven r同上J/overnachten r向上J/overwinnenr向上J/overbren-

gen r向上」

ド.uber匂benr同上J!ubernachtenr向上J!(besiegen/uberwindenr同上J)

ii)過失

jin ferhear(r)e r聞き違いをするJ(hear(r)e r開く J)

jin ferrekkenje r計算違いをするJ(rekkenje r計算するJ)

jin fersile rヨットに乗って方向を見失うJ(sile rヨットに乗るJ)

jin fersinne r間違える，患い違いをするJ(sinne r思案する)

jin fersjen r見誤る，見落とすJ(sjen r見るJ)

jin fersjonge r間違って歌うJ(sjonge r歌うJ)

jin ferskriuwe r書き誤るJ(skriuwe r書く J)

jin fertaaste rつかみ損なう，間違ってつかむ，不正に予を出す」

(taaste r手採りするJ)
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It is better jin te j討Slnηenas jin te jertaasten. r惑いことに予を染め

るよりも，間違うほうが良い(ことわざ)J (jin fer討nne/jinfertaaste) 

(Beintema 1990 : 38) 

世オラン夕、語とドイツ諮に比べて，関フリジア諸にはおトによる過失の意味

の再帰動詞が多い。

フ.jin ferrekkenje r計算違いをするJ/jinferskriuwe r書き誤るJ

オ.zich verrekenen r同上J/zich verschrijven r向上」

ド.sich verrechnen r向上J/ sich verschreiben r向上」

フ.jin fersile rヨットに乗って方向を見失うJ/jinfersjonge r間違って歌

う」

オ.なし/なし

ド.なし/なし

⑦ 敵意・否定

否定的な評価やマイナスのイメージを明確に伴う O

ferachtsje r軽蔑する，軽視するJCachtsje r尊敬する，留意するJ)

ferbiede r禁止するJ(biede r提供するJ)

fergunne rねたむ，認めない，分け与えないJ(gunne rねたまない，

認める，分け与えるJ)

ferliede r間違った方向に導く，誘惑するJOiede r導く J)

feroardielje r非難する，有罪判決を下すJ(oardielje r平日新ずる

(oer. .について)J)

ferriede r裏切るJ(riede r忠告するJ)

fertinke r (人に)疑いをかけるJ(tinke r考えるJ)

ferwinskje r呪うJ(winskje r願うJ)

EarstJ争rachtetmen it， dan besjocht men it， dan laket men der om， 

dan docht men it sels. r人間というものは初めは軽蔑して，それから

見て，それからそれを笑って，それから自分でやるものだ(ことわざ)J

(ferachtsje) (Beintema 1990 : 36) 

Ferbiede en dochs gewurde litte jout dofhudige bern. r禁止して，そ

れでもやらせておくと，言うことを関かない子供ができる(ことわざ)J

(ferbiede) (Beintema 1990 : 36) 
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官接立責辞 mlS をつけて，少なくとも類似した意味を表わす語もある ((4)参

照)。

fergunne rねたむ，認めようとしない，分け与えなしり ~misgunne r同

上」

ferliede r間違った方向に導く，誘惑するJ~misliede r間違った方向に導し

だます」

ferri巴der良い忠告を与えそこねる，裏切る，密告するJ~mislriεde r良い

忠告を与えそこねる，言い当てそこねる」

(c) 謹数の意味をもっ語

be--(s 87)の場合と同様に，ひとつの動詞がferーの複数の意味を表わすこ

とが珍しくない。

i ) ferdrinke i (金を)飲んで畏い果たす(消費・浪費)，溺死する(損害・

破滅)J!jin ferdrinke r飲みすぎて体をこわす(過重:再帰動詔)J

。drinkei飲むJ
ii) ferride r運転して移動させる(除去・移動)， (賞金・賞品を求めて)

スケート・自転車競技をする(詔諜・成果)， (金を)旅行で使い果た

す(消費・浪費)，主主の通行で道がいたむ(損害・破滅)jjin ferride 

転して道に迷う，スケートをして疲れる(過重:再帰動詞)J 

<=>ride i (主主・自転車ーなどを)運転する，スケートをする」

iii) ferrinne r別の方向へ進む(吏新・修正)， (時間を)歩いて使い果たす・

過ごす(消費・浪費)， (持問・出来事が)過ぎ去る(消失・喪失)，徐々

に衰える・落ちぶれる(損害・破滅)J!jin ferrinne r歩いて道に迷う(過

失:再帰動詞)J

持 rinnei歩く，走る」

iv) fersliepe i (持簡を)眠って使い果たす・過ごす(消費・浪費)， (病気・

害悪・酪菌Iが)眠っておさまる ci向失・喪失)J!jin fersliepe i寝過ご

す(過失:再帰動詞)J

仲 sliepei眠る」

Dat fersliept wol. iそれは寝ればなおるよ・忘れるよJ(Zantema 
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1984 : 263) 

v) ferprate rしゃべって(時間を)使い果たす・過ごす(消費・浪費)， 

(…のことを)話し合う・話をつける，話し合って許す(自標・成果)J/

jin ferprate rしゃべって秘寵を漏らす(過失:再帰動詫)J

{=}prate rしゃべる，話す」

(2) 接頭辞te-

(a) te動詞の意味

接頭辞teーは一般にすでに「分解・破壊」の意味を含む動詞について，そ

の意味をさらに強調する。 te動詞は文語的であり， teーは生産的な動詞接頭

辞とは言えない。高年齢層の話者は若年齢層の話者よりも te-動詞を比較的

多く用いる憤向がある (Tamminga1973 : 90)。

tebarste rはじけて飛び散る，ひびが入って割れるJ (barste rはじける，

ひびが入るJ)

teboarje r (土壌を)掘る・ボーリングしていためるJ (boarje r (土壌を)

掘る・ボーリングするJ)

tedolle r (土壌を)掘って・掘り出していためるJ (dolle r (土壌を)揺る・

掘り出すJ)

tegnam入TerかみちぎるJ (gnauwe r (前歯で)かむJ)

teraffelje rひどくほつれる，ひどくほつれさせるJ (raffelje rほつれる，

ほつれさせるJ)

teslope r取り壊しつくす， (健康などを)ひどくむしばむJ (slope r取り

壊す鍵康などを)むしばむJ (jin teslope/jin slope r (自分の)体を

こわすJ のように再帰的にも用いる)) 

tespjalte r分裂させる，深い裂け呂を入れる J (spjalte r割る，裂く J)

tewaaie r嵐で散る・だめになるJ (waaie r風が吹く J)

De beammen nimme elkoars han， teknobbe en tewaaid. r木々は各々の

手を取り合う，枝を折られ，風に飛ばされてJ (teknobje rすっかり短くす

るJ，tewaaie) (Tamminga 1973 : 93正書法変更)
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Do moatst dy der net tesloρe by dy bakker， jonge! Iねえ(ニ男の子に

向かつて)，おまえはあそこ，あのパン屋のところで，働きすぎて体をこわし

てはいけないよJ (jin teslope) (jb. 92正書法変更)

(b) te動詞と fer動詞

te-動詞は意味的に fer-動詞と重なることが多いが， te一動詞のほうが文体

的にいかめしい印象を与え，分解・破壊の意味をより強調する (Hoekstra

1998 : 148， Tamminga 1973 : 91)。つまり， te-動詞は fer-動詞に取って代わ

られつつあると言える(なお， utinoarを分離成分とする分離動詞が類似の意

味を表わすこともある)。以下はfer-動詞が通常よく使う語として併存する

te-動詞の例である。

tebite~ferbite Iかみ砕く J (bite IかむJ)

tebrekl日~ferbrekke I砕く J (brekke I割る，割れるJ Uerbrekkeに

は他の意味もある)) 

tegroeie~fergroeie I曲がって・奇形に成長するJ (groeie I成長するJ)

tekankerje~ferkankerje I (横木などが)壊痘(えそ)にかかる，朽ち果て

るJ (kankerje I朽ちる，むしばまれる J)

terotsje~ferrotsje I腐り果てるJ (rotsje I腐るJ)

tesinge~fersinge I焦がして・焼いてだめにする，焦げて・焼けてだめに

なる J (singe I少し焦がす・焼く，少し焦げる・焼ける J)

teskuorre~ferskuorre Iずたずたに切り裂く J (skuorre I切り裂く J)

Dy ald beam is hielendal tekankere. Iあの老木はすっかり朽ち果てて

しまったJ (tekankerje) (Tamminga 1973 : 91正書法変更)

(c) その他

te…のない動詞が存在しないか，稀にしか用いないことがある。

tebrizelje/ferbrizelje I粉持する J (brizelje I砕く J，Hoekstra (1998 : 

148)によれば， *brizeljeは存在しない。 Zantema(1984)なし。ただし，

WFT 3/1986 : 223あり)

te の付加で統語的な変更が生じることもある O この場合， teーの付加に

よって直接目的語を伴う他動誌になる O
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tehaffelje ，( • . .を)持続的にかじっていためるJ (haffelje'持続的にか

じる (op...を)J) 

De knyn haffele 0ρ 'e woartel.'ウサギはニンジンをかじったJ(haffelje) 

(日oekstra1998:148) 

De knyn tehaffele de woartel. 'ウサギはニンジンをかじってだめにし

たJ (tehaffelje) Cib. 148) 

次の語は te の付加で統語的な変更が生じるが， te のない動詞が分解・

破壊の意味をとくに含まず， fer動詞が併存する語である。

tefalle/ferfalle ' ( ...を)転んでけがするJ Ualle'転ぶ:J，jin tefalle'転

んでけがをする」のように再帰的にも用いる)

tereine/ferreine ，( ...が)雨で台無しになるJ (reine '雨が降る(非人

称動諮itreint) J) 

tesitte/fersitte 'すわることでし..vこ)しわをつける・いためるJ (sitte 

「すわっている (op...の上に)J) 

日yhat him danich tefallen. '彼は転んでひどくけがをしたJ (jin tefalle 

再婚動語) (Tamminga 1973 : 93正書法変更)

De tulpen wiene tereind. 'チューリップは雨でだめになってしまった」

(tereine自動諮) (Hoekstra 1998 : 148変更)

Hja hat har nije jurk alhiel tesitten. '彼女はすわったせいで，新しいド

レスにすっかりしわをつけてしまったJ (tesittef也動詞) (Zantema 

1984 : 1044変更)

宮西フリジア語ではかつては te動詞の数がかなり多く， Dijkstra (1900-

1911)の辞書には約80語が記載されている。また， 20 世紀半ばに刊行され

たSipma(1949: 68)の文法書では，接頭辞te-(1日正書法 to-)はbe-/

fer-/unt-(16正護法 bi -/ for-/ ont-~ûnt-)と並んで、生産的(‘produktyf'， 
ib. 68)であると述べられている。

け teはゴート語のtwis-/dis一(ラテン語でも dis-)に対応し，諮源的に数詞

のフ.twa i 2 J と関係があり， i 2つに分かれてJ を意味した。

オランダ語では，歴史的に中期オラン夕、語 (Middelnederlands)の時代に

はte動詞がかなり多かったが(約70語)， 17世紀には大部分消失し，今日

では一部の方言を除いてほとんど残っていない (Tamminga 1973: 91， 
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Van Loey 19708 : 246))。そのかわり， v巴r-動詰またはstukrこわれた，

ばらばらになった」を分離成分とする分離動詞が対応することが多い。

ブ. tereine~ferreine r雨で台無しになる」

オ.verregenen r河上」

フ. tegroeie~fergroeie r曲がって・奇ー形に成長する」

オ vergroeienr向上」

フ. terotsje~f巴rr前sje r腐り果てる」

オ.verrotten r同上J

フ.tebr巴kker砕く」

オ.stuk I breken r同上」

ブ. tebite~たrbite rかみ砕く」

オ.stuk I bijten r向上」
ブ. tεskuorre~ferskuorre r切り裂く」

オ.stuk I scheuren r同上」
ただし，どちらにも対応しない語がある。

ブ.tebarste rはじけて飛び散る，ひび、が入って割れるJ

オ.なし

ブ. tesitte~fersitte rすわることで(...に)しわをつける・いためる」

オ.なし

ドイツ語では，中高ドイツ語 (Mittelhochdeutsch)以降，とくに新期ドイ

ツ語 (Neuhochdeutsch)の時代から zer-動詞の数が増大した。 zer-は今

日でも頻繁に用いる接頭辞である(なお， zer は接頭辞za-/zi…と ir-(>

er-)の混合に由来するという意見がある (Pfeifer19932 : 1602， Kluge 

199523 : 908))。

(3) 接頭辞Qnt-

接頭辞令nt の意味はほぼ次のようにまとめられる O

(a) 離脱・欠知

接頭辞unt は第一に r・ー.から離れて・なくなって」という「離脱・欠如」

(エ.privative)の意味を表わす。そのさい，以下の統語的な変更を伴う O

① 'unt十能格動詞(非対格動詞)の自動詩」→他動詞(非典型的)

能格動詞(非対格動詞)の自動詞にお1tをつけると，名詞句¥..か

らJ を目的語とする他動訴になる。ただし，主語は動作主ではなく，

変化を被る対象であり，目的語名詞匂「“..から」が離脱の意味の前置

詩句に相当する点で，典型的な他動詞とは言えない。完了の助動詞も
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ha(wwe)一支配でなく， weze支配である。

untfalle r ( . . . iJ'ら)脱落する・言葉が漏れるJ (falle r落ちるJ)

合ntglupeI ( ...から)失われる・すべり落ちるJ (glupe Iそっと歩く，

忍び込むJ)

untkomme r ( . . .から)のがれる， (物事が人から)離れる J (]wmme 

「来るJ)

untreine I ( . . .が)罰で(ーから)失われるJ (reine I雨が降る(非

人称動詰 it reint) J) 

untrinne I ( . . .から)のがれる・避ける・異なる， (物事が人から)離

れる J (rinne I歩く，走る J)

untsnappe I ( . . .から)逃亡する・免れるJ (snappe Iつかまえる J)

untstjerre I ( . .を置き去りにして)死ぬJ (stjerre I死ぬJ)

untwaaie I (ー.. iJ'-)風で(...から)失われる J (waaie I (風が)吹く，

嵐が吹く(非人称動詞 it waait) J) 

It wurd untfoel my. I私は口をすべらせてしまった(ニ思わず私の口

から言葉が漏れてしまった)J (加tfalle) (Dykstra 2000 : 769) 

Och hearken， dat is my untlwmmen圃「あら，それは忘れていたわ(

それは私の念頭から離れた)J (untkomme) (Bangma 19932 : 86) 

De lieder is us untstoarn. I指導者は私たちを残して(私たちから

離れて)他界してしまったJ (untstjerre) (Dykstra 2000 : 773変更)

It kin my untreine noch untw似た「雨が降ろうが風が吹こうが，私

はそれは平気だ(ニ私からそれ(=定収入)はなくならない)J

(untreine， untwaaie) (Zantema 1984 : 1123) 

目的語人..から」が表現されないこともある O この点でも，この unt-

動詞は典型的な他動詞ではない。

De Dutsers hiene him krige， mar hy wist te untkomm仰 Iドイツ人

たちは彼を見つけたが，彼はうまくのがれることができたJ(untkom-

me) (Zanema 1984 : 1121) 
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② runt--ト他動詔」→他動詞(非典型的)

f自動詞に unt-をつけて，①と同様に非典型的な他動詞になることも

あるO

untleare i忘れられる， (物事が人の)記憶から離れるJ Oeare i学ぶ，

教えるJ)

untmerke r (物事が人の)目にとまらないJ (merke i気づく J)

It untleart jin hurd. iそれはすぐに忘れ去られる(=人の記憶から離

れる)J (合ntleare)CSytstra/Hof 1925 : 130) 

Dat alde hanskrift wie de lju untmuれken.iその古い写本は人々の自

にとまらなかったJ (untl11erke) (Zantema 1984 : 1122) 

③ runt一十地動詞」→ニ重自的語動詔(典型的な他動認)

他動詞に合nt をつけると，直接目的語名詩句が一つ増えて，二つの目

的語を持う他動詞，つまり，二重呂的語動詞(エ.ditransitive)にな

ることがある O つまり，もとの動語が伴う前霞詞句i から」を unt

動詔が直接目的語名詩句に変えている。これは動作主を主語とする典

型的な他動詔である。

untlαije i ( . . .から...を)取り返すJ (krije i ( ...を)得るJ)

untnaderije i ( . . .から...を)取り上げる・横領するJ(naderje i ( . . . 

を)取り上げる・ i横領するJ)

untnimme i ( . . .から...を)取り除く J (niml11e i ( . . .を)取る J)

untstelle i ( . . .から..を)盗むJ (stelle i (“..を)盗むJ)

unttroaie i (“..から...を)おだててだまし取る J (troaie i ( ...を)

なだめる，おだてるJ)

Untkrij dat bern it l11es! Iあの赤ん坊からナイフを取り上げてちょう

だいJ (untkr勺e) (Zantema 1984 : 1122) 

Jan untstiel it my.'ヨンはそれを私から盗んだJ(untstelle) (Tammin 

ga 1973: 126変更)

次の語は文語的だが，①②と③の両方の意味で用いる。

unttsjen '①②(.. .の制御範囲から)離れる，③(ー.から...を)取

77 



北大文学研究科紀要

り去る(文語的)J特 tsjen1赴く，引く(文語的)J

De kreft is my unttein. 1私は力が(=力が私から)抜けたJ ((f②) 

(Zantema 1984 : 1125) 

De sinne hat us dauwe en mist unttein. 1太陽が私たちから欝と霧を

取り去ったJ (③) (ib. 1125) 

④ I"unt十非能格動詞の自動詞」→二重目的語動詞(典型的な他動詞)

一品目的語動詔は，非能格動詞の自動詞に unt をつけることによっ

ても得られる O やはり動作主を主語とする典型的な他動詞である。

untkreauwe 1 ( .. .から...を)異議を唱えて・争って取るJ (kreauwe 

「口論する，けんかするJ)

untpratel ( . . .から..を)言葉巧みにだまし取るJ (pratelしゃべるJ)

untstride 1" ( • . .にたいして...を)否認・反論するJ (stride 1争う，論

争する (oer/om...について)J) 

untwrakselje 1 ( . .から...を)強引に奪い取るJ (wrakselje 1格臆す

る，レスリングをするJ)

日jauntstried my myn gelyk. 1彼女は私の正しさを否認した(=私

にたいして私の正しさを認めなかった)J (untstride) (Dykstra 2000 : 

773変更)

Lit us der net langer {oer / om} stride. 1もうそれについて言い争う

のはやめよう J (stride) (Dykstra 2000 : 680) 

目的語が表現されないこともある O

Men kin net伽おtri冶， dat de ierde om 'e sinne draait. 1地球が太陽

のまわりを回っていることに反論することはできないJ (色ntstride)

(Zantema 1984 : 1124) 

⑤ 「語幹に名詫を含むunt-動詞」→他動詞(典型的)

語幹に名認を含むunt動詞は 1名詞の物事を...から離す・奪う」と

いう意味になる1"名詞の物事を」の部分は動詞に取り込まれているの

で，これは 1 から」だけを目的語とする他動語である (1装嬬動詞」

としての be一/fer-動詞を参照o ~87(2)(c)③， ~ 88 (l)(b)①)。
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untboskje r (山林を)切り関心(...から)森林 (bosk)を伐採する」

untfryskje r非フリジア語化する，(.ー.から)フリジア語 (Frysk)を

フ」

unthalzje/unthaadzje r打ち首にする， (...から)首 (halsr喉，首J/

haad r頭，首J) をはねるJ

会ntkreftigje/合ntkreftsjer無力化する， (...から)力 (kreft)を奪う J

untmoedigje r落胆させる， (...から)勇気・士気 (moed)を奪う」

untwapenje r武装解除する， (...から)武器 (wapen)を取り上げるJ

Dat伽的r祈ehim. rそれで披は力が抜けたいそれは彼から力を奪っ

た)J (untkreftsje) (Sytstra/日of1925 : 130) 

Wy litte us net troch tsjinslaggen伽 tmoed街;e.r我々は逆境でも士

気を失わない(=逆境によって勇気を奪わせない)J (untmoedigje) 

(Dykstra 2000 : 771) 

ぽブ. ûnt~( ド. ent~ / emp~，オ. ont~) は接頭辞 ant~( ド .1オ. ant~，伊IJ.ブ.

antwurdlド.Antwortlオ.antwoord r答えJ)と歴史的に欝係があり，本

来 r から離れてJ(またはラテン語の anter の前に」に対応するr

に沿って， ...へJ)の意味だったが，前置詞としては残っていなし〉。ゴート
語 (Gotisch)のand，古ザクセン語 (Altsachsisch)のantは前置詞とし

て用いるo

ずフリースラン川、H東部では ûnt~ を ont と言うが，そのほかに， omtーと

いう異形が見られることがある。古くは omt動語が比較的多く存在した。

これはnとtの連続を嫌って，異化が起こった結果と考えられる(Hoek-

stra 1998 : 148)。ただし， Sytstra/Hof (1925 : 131)と Tamminga(1973 : 

126~128) は omt をomとお1tーの複合に取来するとみなしている。

(b) 反転・起動・否定

ûnt~動認のもうひとつの意味には，反対の動作やもとに戻す動作を示す「反

転J (エ.reversative)と，動作の開始を示す「起動J (エ.inchoative)があ

る。両者は本来，西フリジア語に固有ではなく，オランダ語の影響による。

① 反転

untbine r (結んだものを)ほどく J (bine r結ぶ、J)

untdekke r発見する， (...から)覆いを取り除く J (dekke r覆う，か
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ぶせるJ)

untkenne '否定するJ (kenne '知っているJ)

untklaaie '服を脱がせるJ (klaaie '服を着せるJ，jin untklaaie '服

を説くも」のように再婦的にも用いる)

untsmette '消毒・殺菌するJ (smette '汚す，しみをつけるJ)

untspanne'ゆるめる，リラックスさせるJ (spanne'張る，緊張させ

るJ)

untwine ，(巻いたものを)ほどく J (wine '巻く，巻きつけるJ)

Untklaai 砂 netearst op bed giest. 'ベッドに入る前に服は脱ぐな

(ニ死ぬ前に財産は分け与えるな。ことわざ)J (jin untklaaie) 

(Beintema 1990 : 137) 

次の語では前寵詞oan(オ.aan/ド.an)に注意。

untliene ，(単語などを)借用する (oan...から)J Oiene'貸す，借り

るJ)

In soad wurden binne untliend oan 'e bibel. '多数の語が聖書から取

り入れられたJ (untliene受動態現在完了形) (Dykstra 2000 : 771) 

ブ.in wurd oan it Fransk untliene '単語をフランス語から借用するJ

オ. 日日nwoord aan het Frans ontlenen 

ド.巴inW ort [aus] dem Franzosischen entl巴hnen'向上」

次の語は「反転J の意味に準じて理解できるが，離脱・欠如」の意味

に解釈することも可能である。

untdwaan ，( .. .から)取り去る・はぎ取る (fan...を)J (dwaan'入

れるJ)

De suster untdie him fan 'e klean. '看護婦は彼の臓をぬがせたJ

(Dykstra 2000 : 769) 

②起動

untbaarne '発火するJ (baarne '燃えるJ)

untflamje ，(火・感情が)燃え上がる J (f1amje '炎を上げて燃える J)

untstean'発生する，現われるJ(stean'立っている， ..の状態であるJ)
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起動の意味を強めるほかに，統語的な変更が生じる語もある。

untteie i (氷・雪が)とける， (冷凍食品が)解凍する;(冷凍食品など

を)解凍する， (冷蔵庫を)霜取りするJ(teie i氷・雪がとける(非人

称動詞 itteit) J) 

Gr歴史的には，起動の意味の unt-(オ.ont-/ド.ent-)は起動の意味の那の

接頭辞 in-(ゴート諮 (Gotischゴ)， ドイツ語 (Althochdeustch))を
駆逐した結果による (VanLoey 19708: 246， De Vries/Tol1enaere 1971 : 

486)0 

フ.untbaarne r発火するJ/untsteanr発生する，現われるJ(unt一)

オ.ontbranden r同上J/ontstaanr向上J(ont-l 
ド.entbrennen r向上J!entstehenr向上J(巴nt-) 

ゴ.inbrannjan r同上J/instandanr向上JOn-) 

③ 否定

unt-動詞が「否定」の意味の接頭辞加に名詞・形容詞を添えた動詞

に由来するか， un との混交によって生じたと考えられる語がある

(Hoekstra 1993 a : 12 f.)。

untreinigje i汚す，けがすJ(unrein r不潔なJ<rein I清潔なJ)

untrestigje i不安にする，動揺させるJ (unrest i不安，動揺J<rest 

「平安，休息J)

unthilligje i神聖さそけがす，冒とくするJ(unhiIlich i神聖でなしり<

hillich I神聖なJ)

untskuldigje/feruntskuldigje i許すJ(unskuld i無実J<skuld r罪，

責任J

オランダ誇では，上記のように否定の意味の onと関係がある ont動詔は，

さらに ver を伴って， ver-ont動詞となる (VanLoey 19708 : 246) 0 ド

イツ語では be-un-，ver-unとなるo

ブ.untreinigje r汚す，けがすJ(unrein r不潔なJ<rein r清潔なJ)

オ.verontreinigen r向上J(onrein r関上J<rein r向上J)

V巴rontrustenr同上J(onrust r見上J<rust r向上J)

ド.beunruhigen r向上J(Unruhe r同七<Ruher向上J)

verunreinigen r向上J(unrein r向上J<rein r同上J)
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ただし，次の語についてはドイツ語ではentが対応する。オランダ語でも

verーの付加が任意の語が含まれる。西フリジア諮でも fer-un-動詞となる

ものが含まれる。

フ.unthilligje r神聖さをけがす，冒とくするJ(unhillich r神聖でなし'J<

hillich r神聖なJ)

合ntskuldigje/feruntskuldigjer許すJ(unskuld r無実J<skuld r罪，

責任J)

オ.v巴rontheiligen/ontheiligenr向上J(onheilig r河上J<heilig r河上J)

verontschuldigen r向上J(onschuld r向上J<schuld r同仁J)

ド.entheiligen r同上」

entschuldigen r向上」

なお，次のfer-動詞は西フ.un一名詔/オ.on名詞/ド.un名調を含んでい

る。

フ.ferungelokje r事故・災難にあうJ(ungelok r事故，災難J)

オ.verongelukken r同上J(ongeluk r向上J)

ド.verunglucken r向上J(Ungluck r向上J)

(c) そのf也

unt のない動詞との意味的な対応が比較的不明確な語があるo

untbrekke r不足しているJ(brekke r割る，割れるJ)

untfange r受け取る，迎えるJ(fange rつかまえる，とらえるJ)

jin untjaan r発達・発展する， (...の氷・警が)とけて柔らかくなるJ(jaan 

「与えるJ)

untlitte r ( . .の氷・雪が)とけて柔らかくなるJ(]itte rやめる，放ってお

く，ーさせるJ)

untstekke r点火する， (感情を)燃え立たせる;火がっし(感情が)燃え

立つJ(stekke r刺す，突く J

It伽tbrekt US oan neat. r私たちには何も不足はないJ(加tbrekke)

(Dykstra 2000 : 768) 

Der untbrekt jild. r金が足りないJ(untbrekke) (jb. 768) 

Gr untbrekkeは歴史的に「割れて離れる」→「その場からなくなる」→「不足

する」という意味的な発達を経たountfangeはr から離してつかまえる」

に由来するとも解釈できるo
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(4) 接頭辞 mis-

「不正・不適切・否定」の意味を表わす接頭辞mis は，今日では非生産的

である。

(a) 分離動詞の分離成分misと非分離動詞の接頭辞mls-

misーは非分離動詞の接頭辞のほかに，そのままの語形で分離動詞の分離成

分としても用いる(以下，両者を区別するために，語例ではアクセントの位

を「'」で示す)。

i )分離動詞の分離成分mis

'mis I rekkenje 1計算違いをする」→hyrekkent (...) mis 1彼は計

算違いをする」

ii)非分離動詞の接鎮辞mis

mis'bruke 1乱用する，悪用する」→hymisbrukt 1彼は乱用・悪用す

る」

mis'haagje 1 ( ...の)気に入らない」→ itmishaget him 1それは彼

の気に入らない」

両者の使い分けは微妙だが，おおまかに言って，次の傾向がある。分離動

認の分離成分 misは，自擦に到達でさずに不完全に終わる「失敗・誤り」の

意味を表わすのにたいして，非分離動詞の接頭辞mis-は 1不正・不適切」

に行なわれる動作を表わす。たとえば，分離動誌の分離成分misの例とし

て， 'mis I rekkenje 1計算違いをする J，'mislslaan r打ち損じる」は rうま

く計算 (rekkenje)できないJrうまく打て (slaan)なしU という意味であ

る。一方，非分離動詞の接頭辞の mis の例として， mis'bruke 1乱用する，

悪用するJ，mis'liede r間違った方向に導く，だます」は 1不正・不当に使

う (bruke)J r不正・不適切に導く Oiede)J という意味であり rうまく集え

ないJ rうまく導けない」という意味ではない。

換言すれば，前者は分離成分misと結びつく動詞が表わす動作とは独立

に，その動作の「結果J を示すのにたいして (r...するが(動詞)J rそうは

ならない (mis)J)，後者は「接頭辞mis動詫」全体としての「様態」を示す

(1く否定的な (mis-)動作(動詞)を〉するJ)o これは， misH の意味が動詞
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との形態的な結びつきのレベルに応じて，意味的な結びつきの相違として現

われているためと考えられる。つまり，前者は動詞との結びつきが弱く，後

者は強し〉。

ただし，動詞の意味に動作主が想定できない場合には，非分離動詞の接頭

辞mis は「失敗・誤り」という分離動詔の分離成分misの意味に近づく。

これは「悪く ..する」という misーの「不正・不適切」の怠味が，動作主が

想定できないために，動詞の意味とは反対の，しない」という「否定」の

意味に転じるためと考えられる(ちなみに，日本語でも「よくわかる」の否

定は「悪くわかるJ ではなく，わからなしりである)。たとえば，非分離動

詞の接頭辞のmis-は， mis'haagje' ( ... ~こ)気に入らない」では， ，(...に)

悪く気に入る」から，(事..に)気に入らなしりという意味に転じ， haagje' (... 

に)気に入る」とは反対の「否定」の意味を表わすことになる。

① 分離動詞の分離成分mis:'失敗・誤り」

'mis I fetsje '誤解するJ(fetsje '理解する，つかむJ)

'mis I gean/ 'mis I rinne'道を間違える，失敗するJ(gean'行く J/rinne

「歩く J

'mis I rekkenje r計算違いをするJ(rekkenje '計算するJ)

'mis I slaan '打ち損じるJ(slaan守丁つJ)

'mis Istappe'踏みはずす，つまづく J(stappe'歩む，足を踏み出すJ)

'mis I taaste 'つかみそこなう，間違ったものをつかむJ(taaste'手諜

りで探す，さわって確かめるJ)

Aste sa oanhaldste， dan giet it rnis mei dy. 'あくまでそうしようと

するなら，おまえにとってはまずいことになるよJ(， mis I gean) (WFT 

13/1996 : 289正書法変更)

Hy slacht de bal rnis. 'i皮はボーノレを打ちそこねる(ニ不適切な態度

を取る)J C'mis I slaan) (WFT 13/1996 : 297変更)

② 非分離動詞の接頭辞mis-:'不正・不適切J

mis'bruke '乱用する，悪用するJ(bruke '使うJ)

jin mis'halde/jin mis' drage'無札な態度を取るJ(jin halde en drage 
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「態度を取るJ)

mis' driuwe/mis' dwaan'
罪を犯す，悪いことをする J(driuwe/dwaan 

「推し進める(など)J) 

mis'foarmje Iゆがめる，変形するJ (foarmje I形作る，形成する J)

mis'gunne Iねたむ，認めようとしない，分け与えないJ (gunne Iね

たまない，認める，分け与えるJ)

mis'liede I間違った方向に導く，だますJ Oiede I導く J)

mis'priizgje I非難する，反対する，責める J (priizgje IほめるJ)

mis'sizze る，侮辱するJ (sizze I言う J)

Ik missis der dochs neat mei? I私はそれで何も失礼なことを言って

いないでしょう J (mis'sizze) (WFT 13/1996 : 296正書法変更)

日jamishaldt har net. I彼女は無礼な態度は取っていないJ (mis 

'halde) (ib. 290変更)

③ 非分離動詞の接頭辞 mis- I否定J

mis'haagje I ( ..に)気に入らないJ (haagje I ( . . .に)気に入るJ

mis'lokke I失敗する J Ookke I成功するJ)

mis'stean I不適切である，似合わないJ (stean I似合っている J)

Dy alde hoed missti・etby har knappe klean. Iあの古相子は彼女のき

れいな服には似合わないJ (mis'stean) CZantema 1984: 620変更)

Syn wurden mishagen har. I彼の言葉は彼女には気に入らなかった」

Cmis'haagje) (Hoekstra 1998 : 150変更)

次の語の主語は認識の主体として動作主の意味が弱いと考えられる。

mis'kenne I見誤る，見そこなう J (kenne I知っているJ)

(b) 同ーの語に両方のmisHが付加される場合

間ーの動詞に分離動詞の分離成分misと非分離動詞の接頭辞mis が付加

されることがある。意味の違いは上記の説明に準じて理解できる O

'mislgean I失敗する，それる J (失敗・誤り){=?jin mis' gean I無礼

な態度を取るJ C不正・不適切) (gean I仔く，進むJ)

'mis I gripe'失敗する，つかみそこなう J (失敗・誤り){=?jin mis' gripe 
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「不正に予を出す，あやまちを犯すJ (不正・不適切) (gripe rつかむJ)

Hy woe him oan de tafel beethalde， mar griep mis en foel. r彼は

テープノレにつかまろうとしたが，つかみそこねて転倒したJ ('mis 

Igripe) (WFT l3/1996 : 289正書法変更)

Hy hat him oan dy faam misgryρt. r彼はその女の子に手を出した」

(jin mis'gr匂e) (WFT 13/1996 : 289正書法変更)

次の語は一方が別の接顕辞beーを除いて mis をつけた例である ((c)

③)。

'mis I faller失敗する，期待に背く J (失敗・誤り)(falle r落ちる， (... 

の)状態になるJ)仲 mis'faller( ...に)気に入らないJ (否定) (befalle 

r ( ...に)気に入るJ)

WFT 13/1996には次の語も記載されている。両者の区別は上記の説明に準

じて理解できる(ただし， Zantema 1984とDykstra2000には分離動詞の

分離成分misとしてのみ記載されている)。

'mislgean r失敗する，それる J(失敗・誤り)C?mis' gean r逃れるJ (否定)

(ib. 289) (gean r行く，進むJ)

'mislh巴arr巴「間違って聞く・聞いて理解する J (失敗・誤り)C?mis'hearre 

「聞いた感じが悪い，調子はずれに聞こえるJ (不正・不適切) Gb. 290) 

(hearr巴「関心開こえるJ)

'mis I riede r良い忠告を与えることに失敗する J (失敗・誤り)C?mis'ried巴

「間違った忠告を与える J (ib. 294) (riede r忠台するJ)

官接頭辞fer-をつけて，接頭辞mis-に少なくとも部分的に類似した意味を

表わす語もある((1)(b)⑦)。

mis'gunne rねたむ，認めない，分け与えないJ ~fer'gunn巴「間在」

mis'liede r間違った方向に導く，だますJ ~fer'liede r間違った方向に導

く，誘惑する」

mis'riede r良い忠告を与えることに失敗する，言い当てそこねるJ ~fer­

'riede r良い忠告を与えることに失敗する，差益切る，密告する」

次の語は接頭辞mis と放んで，オランダ語と同様に，アクセントをもっ非

分離動詞の接頭辞wan-をつけて否定の意味を表わす珍しい俄である。

フ. mis'trouw巴~'wantrouwe r不信を抱く，信用しない」

オ.mis'trouwenへ/wantrouwenr同上J
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(c) mis(一)と他の接頭辞

西フリジア語では 2種類の無アクセントの接頭辞は共起しない。すでに接

頭辞を伴った動詞に mis(一)をつける場合には，次のようになる。

① 接頭辞の保持と分離成分misの付加，失敗・誤り」

もとの動詔の接頭辞はそのまま保ちながら，分離成分misをつけて分

離動詞を形成する。これは「失敗・誤り J の意味を表わす場合である 0

'mis I beslaan '失散するJ (be' slaan ' (良い)結果になる，かぶせる，

覆いをつけるJ)

'mis I beteare '失敗するJ (be'teare ，(良い)結果になる，包む，た

たむJ)

'mis I ferstean/ 'mis I begripe '誤解するJ (fer'stean/be'gripe '理解
するJ)

It { besloech/ betearde} mis. rそれは悪い結果になったJ(， mis I beslaan/ 

'mislbeteare) (Dykstra 2000 : 411) 

② 接頭辞mls との交替，不正・不適切」

もとの動詞の接頭辞を除いて，接頭辞mis-をつける。これは「不正・

不適切」の意味を表わす場合である。

mis'hannelje '虐待する，乱暴に扱う J (be'hannelje '扱う J)

日jasoarge dat nije oankommelingen net mishannele waarden. r彼

女は新参者たちが悪い扱いを受けないように気を配ったJ (mis'han-

nelje) (WFT l3/1996 : 290変更)

③ 接頭辞misーとの交替，否定」

@と陪様に，もとの動詞の接頭辞を除いて，接譲辞mlsーをつけるoこ

れは「否定」の意味を表わす場合である O

mis'falle r ( . . . Iこ)気に入らないJ (be'falle ，( .ぺこ)気に入るJ)

mis'komme' (食べ物が)体に合わない，都合が悪いJ(be'komme' (食

べ物が)体に合う，回復する，静まる，得るJ)

mis'trouwe '不信を抱く，信用しなし)J (be'trouwe/fer'trouwe 

用する，委託するJ)
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Der miskomt him neat. r彼の口に合わないものは河もないJ (mis・

'komme) (WFT l3/1996 : 291) 

ずオランダ語とドイツ諾でも，他の接頭苦手動詞にはアクセントをもっ分離成

分(オ.mis/ド.miss (1日正書法mis))を付加することができる(，'Jは

アクセントの位置)。

フ. 'mis I ferstean '誤解するJ (fer'stean '理解するJ)

オ. 'mislverstaan r同上J (ver'staan '河上J)

ド miぉ Iverstehen '陪上J (ver'stehen '向上J)

ただし， ドイツ語ではアクセントをもっ missは，不定形(過去分諮，不定

詞)ではgeーや zuを動詞との聞にはさむか否かに揺れがあり，形態的な性

格が不明確である。また，ドイツ語では， miss動詞のアクセントの位置が

一定しないことが多い。意味的区刑も不明篠である。

フ.mis'bruke '乱用する，悪用するJ

mis'hannelje '虐待する，乱暴に扱う」

オ.mis'bruiken '河上」

mis'handelen '関上」

ド. miss'brauchen~'misslbrauchen '向上J

口市s'handeln~'口市slhand巴In

西フリジア語・オランダ語とドイツ語の閣で，非分離動誌の接頭辞か分離動

請の分離成分かが異なる場合がある。次の語は意味的に等しい。

ブ.mis'haagj巴，(ーーに)気に入らない」

オ.mis'hagen '向上」

ド. 'mis I behagen '閉し
次の語は意味的にも異なり，もとの動詫も異なる。

そこねる，良い忠告を与えることに失敗する」

(riede '言い当てる，忠告するJ)

オ. 'mislraden '向上J (raden '関上J)

ド.mis'raten'失敗する，できそこないになるJ (ge'raten' ( ...の状態に)

至る・陥るJ)

なお，商フリジア語には geーがないので， geーを mis-と交替させる必婆

はない。

ブ. mis'lokke '失敗するJ (Jokke '成功する J)

オ.mis'lukken '向上J ((ge-) 'Iukken '向上J)

ド.miss' lingen '同とJ (ge'lingen '向上J)

たY 上171Jからもわかるように， ドイツ語とオランダ語でも接頭苦手mis-/miss-

は他の接頭苦手と共起できない。ただし，接頭辞ge は，オランダ語では歯

音 n/Iで始まる動詞で他の接頭辞と共起する。ドイツ語ではge十n/I→
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gn/glという変化が起きて，接頭辞の境界があいまいになっている。

フ.fer'lykje i比較するJ/fer'noegei満足した」

オ.ver.ge'lijken i向上J/ver.ge'noegd

ド.ver'gleichen (<ver.g(e) 'leichen) i向上J/ver-g.nugd(<v巴r.g(e)ー

'nugd) i向上」

活フリジア語でも，オランダ語から傍用した ge動詣では同様に他の接頭

辞も共起する。

ブ.be.ge'liede i河伴する，伴奏するJ/be.ge'nadigjei怒赦を与える」

オ.b巴.g巴'leiden 陪上J/be.ge'nadigen1-向上」

ド.be'gleiten (<be・ε(ε)'leiten) r向上J/be'gnadigen(<be.g(ε) 'na-

digen) r向上J

u，. mis-/miss-名詞では，ブ.-ing/オ.一ing/ド.-ungによる派生名詞を徐い

て 3言語とも mis-/miss にアクセントが移る O

ブ.'misbruk i乱用，悪用」特mis'hannelingi虐待J

オ. 'misbruil王「詞上」特mis'handelingi向上」

ド. 'Missbrauch i向上J<=?Miss'handlung~'Misshandlung i向上J

(d) 他の接頭辞の代用

少数の語でmisーを接頭辞be-/ferーの代用に鈍うことがある。この場合，

be-/fer--動詩は mis一動詞と意味的に等しい。この misーは意味的に異質であ

り，もともと否定的な意味をもっ be-/fer動詞に引きずられるようにして用

いたと考えられる例外的な用法である (Hoekstr・a1993a : 14) 0 

misiedigje '侮辱するJ~be'ledigje 

mis'tribelje '失敗する，台無しにするJ~fer'tribelje '悶左」

Hy hat us raar misledige.'披は私たちをひどく侮辱したJ(mis'ledigje) 

(WFT 13/1996 : 292変更)

次の語は，最初の無アクセント音節が接頭辞ではないにもかかわらず，

mis-と入れ替わった珍しい例である O

mis'kearje~man'kearje '不足する」

mis'learje~feÎearje '失敗するJ(フランス語faillir)

Har plantsje mislearre.'彼女の計画は失敗したJ(mis'learje) (Dykstra 

2000 : 412変更)
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(e) もっぱら過去分詞として用いる mis動詞

以下の諾はもっぱら過去分詞として用いる(アクセントは mls にはな

い)。

mis'hipt/mis'makke/mis'woeksen r奇形の，形の悪PJ

mis'noege r不快なJ，mis'pleatst r場違いの」

(5) 接頭辞 wjeト

(a) wjer の意味

wjerーは「対抗，反射・反響」の意味をもち，動作や自然現象が逆方向に

はたらくことを表わす非生産的な接頭辞である(以下，後述の2種類のwjerー

を区別するために，語併ではアクセントの位置を r，J で示す)。

①対抗

wjer'farre r (人の身の上に)起こる・障りかかるJ (farre r船で行

く，ーという定めになる」

wjer'halde rヲiき留める J (halde r保つJ)

wjer'lizze r反論する J Oizze r置く，提示するJ)

wjer'sprekke r矛話する，否認するJ (sprekke r発言するJ)

wjer'stean r抵抗するJ Cstean r立っている， c..‘の状態)である J)

Sokke ferliedingen kin hast nimmen wjerstean. rそのような誘惑に

はほとんどだれも抵抗できないJ (wj町 'stean)(Tamminga 1963 : 93 

変更)

De advokaat wjerleit de beskuldigingen ien foar ien. r弁護士は起訴

項目にひとつづっ反論するJ (wjer'lizze) (ib. 93変更)

Lit jimme dochs net wjerhalde om eigen sin te dwaan. r自分のやり

たいことに横槍を入れさせないようにしなさいJ(wjer'halde) Gb.93 

変更)

②反射・反響

wjer'galmje r反響するJ (galmje r叫ぶ，反響するJ)

wjer'keatse r反響する，反射するJ (keatse r反響する，反射するJ)
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wjer'klinke i反響する，鳴り響く J (klinke i鳴るJ)

wjer'spegelje i反射するJ (spegelje i反射する，映すJ)

Syn lud wjerklonk troch de hoare simmerjun. i彼の声はにぎやかな

夏の設にこだましたJ (wjier' klinke) (ib. 93変更)

It sinneljocht wjer:;，ρegele yn it wetter. i太揚の光が水麗に反射して

いたJ (wjer'spegelje) (ib. 93変更)

It feestgerus wjergalmet troch de bosken. i祭りの喧操は森の中に響

きわたる J (wjer' galmje) Gb. 93変更)

De undergeande sinne wjerkeatste yn 'e kouwefinsters fan 'e pleats. 

「沈み行く太陽が農場の牛小屋の窓に照り映えていたJ (wjer'keatse) 

(ib. 93変更)

『接頭辞wjerーはドイツ語の接頭辞widεr-，これと語源的に関係のある分離

成分wer-i再び、」はドイツ諾の分離成分wi巴derーに対応する。歴史的には，

wjer-はwer-が「割れJ (brekking)を起こした語形である。

(b) そのf也

次の 2語はアクセントがwjer の部分にある点で例外的である O しかも，

両者は非分離動認であり， wjer は分離成分ではなく，接頭辞である。

'wjerakselje iあがく，いやがるJ (akselje iあがく，いやがるJ)

'wjerkogje i反努(すう)する J (kauwen i噛むJ)

'wjerljochtsje i稲妻が光る」

De kij lizze te wjerkogjen. i子牛たちは寝そべっ

(Zantema 1984 : 1199) 

を反第している」

'wjerkogje i反努する」の wjer は「再び」という意味であり，本来， wer-

!kogjeという分離動詞の語形が予測される。事実，方言的な語形としてこの

分離動認の語形が見られる。これは類推によって wer-がwjerーとして定着

した変期的な語形と考えられる (Tamminga1963 : 93) 0 なお，オラン夕、語

では her'kauwenである。

一方， 'wjerljochtsje i稲妻が光る」は名詞 'wjerljochti稲妻」から品詞転

換によって派生した動詞である。この wjer はwaari天気」の異形であり，

91-



北大文学研究科紀要

名詞'waarljocht.動諮'waarljochtsjeという語形もある。

ずこの点ではオランダ諾とドイツ諾も同様である。

ブ. 'wjerljochtsj巴「稲妻が光る J ~'wjerljocht '稲妥」

オ. 'weerlichten '同よJ ~'weεrlicht '同上」

ド. 'wetterleuchten '陪上J~'W巴tterleuchten '向上」

(6) 接頭辞efter-/foar-/oan-/oer一/om-/ troch-/ under-

前置詞と同形で，分離動詞の分離成分としてもはたらく小辞(不変化詞)

と語形的に共通する次の接頭辞をもっ非分離動諮がある。

efter一/foar-/ oan-/ oer-/ om -/ troch-/ under-

この種の動詞は商ブリジア語では非生産的で、あり，ほとんどがオランダ語

からの翻訳借用(delienoersetting.エ.loan translation)である (Hoekstra

1998 : 150)。以下，オランダ語との比較を交えて説明する(，'J はアクセン

トの位置)。

(a) efter-jfoar-/ oan-/troch動詞

とくに efter-/ foar-/ oan-/ troch動詞は数が少ない。以下の語がおもなも

のである O

① efter-動詞

efter'folgje ，( ..‘を)追跡するJ (folgje r追うJ. オ.achter'volgen) 

efter'helje ，( ...に)追いつく，取り演すJ (helje r取ってくるJ. オ.

achter'halen) 

It tinl王bylddat er it ferkeard dien hat， efterfolget him. r彼がそれを

間違ってやったという見方が彼につきまとっているJ (efterゴolgje)

(WFT 4/1987 : 299変更)

② foar--動詞

foar'sjen r見越す，予挺する， (... ~こ)供給する (fan ...を).満た

す (yn...を)J (sjen r見る，わかるJ，オ.voor' zien) 

foar'sizze る，予告する J (sizze r言う J. オ.voor'zeggen) 

件 'foarI sizze r (答えなどを)小声で先に言って教える. (後で繰り返

92-



ESブリジア該の文法構造動詞 (6)一

させるために模範として)先に言う JCsizze'向上九オ.'voor I zeggen) 

Dat wie net te foarsjen. 'それは予測できなかったJ Cfoar'sjen) 

CDykstra 2000 : 180変更)

③ oan動詞

oan'furdigje/oan'furdzje '受け入れる，応じる J Cfurdigje/furdzje 

「用意する，派遣する J，オ.aarγvaarden) 

④ troch-動詞

troch' dolgje '器万で刺し通すJ Cdol訂正短刀で刺すJ，オ.door'ste聞

ken) 

troch'grunje '見抜く，見通すJ Cgrunje C...の)基礎を築く・深さ

を測るJ，オ.door' gronden) 

Dy frou is net gau te trochgrunjen. 'あの女性はすぐに正体を見抜く

ことができないJ CZantema 1984 : 1078変更)

(b) oer-/om-/under動詞

oer-/om-/under-動詞には比較的多数の語が含まれる。

① oer動詞

oer'falle'襲う，不意打ちするJ (fa訂正落ちる， (ーの状態に)なるJ，

オ.over'vallen) 

oer'hearskje '支配・圧倒する，支配的・圧倒的である J (hearskje'支

配する，盛んであるJ，オ.over'heersen) 

jin oer'ite'食べすぎて体をこわすJCite'食べる J，オ.zich over'eten) 

oer'libje '生き残るJ Oibje '生きるJ，オ.over'leven) 

oer'skatte '過大評価するJ (skatte'評僻するJ，オ.over'schatten) 

oer'treffe '凌駕する，勝るJCtreffe'当てる，感動させるJ，オ.over

'treffen) 

oer'tsjugje'納得させるJ Ctsjugje'証言する，証明するJ，オ.over-

'tuigen) 

oer'winterje '冬を越す，冬眠するJ Cwinterje '冬になる(非人称動

it wintert) J，オ.over'winteren) 
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分離動認の分離成分としても用いる語がある O

oer'lade r荷物を積すぎる，負担をかけるj Oade r持物を積むj，オ.

over' laden) 

件，oer Ilade r (乗客・荷物を)別の船・列車に積みかえる， (荷物を)

再び積むj Oade r関上j，オ. ' over Iladen) 

oer'ride r (車が...を)ひく j (ride r (車で)行く j，オ.over'rijden) 

。，oer I ride r ( .. .の上を)車で渡るj (rider同上j，オ. 'over I rijden) 
oer' winne r (敵・困難に)勝つ，征服する j (winne r勝つ，優勝するj，

オ.over'winnen) 

件，oer I winne r向上j (winner勝つ，優勝するj，オ. ' over I winnen) 

jin oer'wurkje r過労で体をこわすj (wurkje r働く j，オ.zich over-

'werken) 

。'oerI wurkje r残業する j (Wl叫(jer向上j，オ. 'over I werken) 
Underweis sjogge se nei de moaie natuer fan 'e hjerst. De brune 

kleur oerhearsket. r途中で彼らは美しい秋の自然を眺めるO あたりは

すっかり紅葉している(ェ褐色が支配的である)j (oer'hearskje) 

(じLI'S，A 4: 11変更)

Sy besykje us derfan te oertsjugjen dat we sunder dit gemak net 

libje kinne. r彼らは私たちがこの便利さなしには生きていけないとい

うことを私たちに納得させる j (oer'tsjugje) (ULI'S， A 12 : 7) 

② om…動詞

om'earmje r抱きしめる，快諾するj (earm r腕j，オ.om'armen) 

om'fetsje r取り囲む，含むj (fetsje rとらえる，理解する j，オ.om-

'vatten) 

om'fiemje r腕を田す，含むj(fiemje r椀を伸ばして長さを滞る j，オ.

om'vademen) 

om'klamme r握りしめる，抱きしめる j (klamme rはさむ，締めつけ

るj，オ. om' klemmen) 

om'sirkelje r丸で・丸く屈む， (ーの)まわりを回るj (sirkelje r回
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転するj，オ.om' cirkelen) 

om'skriuwe '定義する，言い換える，特定するj (skriuwe'書く j，

オ.om' schrijven) 

om'slute'取り囲む，包み込むj (slute'閉めるj，オ.om'sluiten) 

分離動諮の分離成分としても用いる語がある。

om'jaan 取り囲むj (jaan '与えるj，オ.om'geven) 

件、mljaan'配る，周囲に手渡すj (jaan '向上j，オ. ' om I geven) 
Har wurkterrein omfiemet hiele Europa. '彼女の活動領域(ニ専門

領域)はヨーロツパ全体に及んで、いる j (om'fiemje) (Dykstra 2000 : 

482変更)

De jonge omklamme de beam. '子供は木にしがみついたj (om-

'klamme) (Eisma 1989 : 25変更)

③ under動詞

under'brekke'中断する，妨げるj(brekke'鶴る，割れるj，オ.onder-

'breken) 

under' drukke';jip圧する，鎮圧するj (drukke'圧迫する，押さえる j，

オ.onder' drukl日n)

under'fine '経験する， (不慮、の事態に)遭遇するj (fine'見つける j，

オ.onder'vinden) 

under'halde '維持する，もてなす，説教するj (halde '保つj，オ.

onder' houden) 

under' sykje'調査・検査・研究するj (sykje'探すj，オ.onder'zoeken) 

under'skatte'過小評{酉する j(skatte'評価するj，オ.onder'schatten)

under'skiede '託別・識別する， (勲、主義などを)授与する j (skiede'分

離させる，分離するj，オ.onder'scheiden) 

under'streekje '下線をヲiく，強調する j (streekje '続を号!く j，オ.

onder' strepen) 

under・'wize'教える，指導する j (wize'示すj，オ.onder'wijzen) 

分離動詞の分離成分としても用いる語がある。
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under' gean r被る，受けるJ (gean r行く， (.. .という)状態であるJ，

オ.onder・'gaan)

牛0;}， under I gean r沈む，滅び、るJ (gean r向上J，オ. ' onder I gaan) 

De foarsitter underbruts hirn. r議長は設の発言をさえぎったJ(白1der

'brekke) (Dykstra 2000 : 756変更)

Dy twil1ingen binne hast net faninoar te underskieden. rあの双子は

ほとんど区別がつかないJ (under'skiede) (Zantema 1984 : 1109) 

(c) オランダ語との相違

オランダ語では分離動詞の分離成分である小辞(不変化詔)と非分離動詞

の接頭辞に分かれて，耳目の意味の 2語であるのにたいして，西フリジア語で

はともに分離動詞の分離成分である小辞(不変化詞)として 1語になってい

る場合がある。これは上述のように，西フリジア諾では非分離動詞の接頭辞

に強い制限があるためである(Hoekstra1991 : 98-100， Eisma 1989 : 25， 

Sytstra/Hof 1925 : 132)。

i )フ. 'foarlkomme r蔀に出る，生じる， (ーのように)思われる;予

防する，先手を打つJ

オ. 'voor I komen r前に出る， じる， (...のように)思われる」

件 voor'komenr予防する，先手を打つJ

ii) フ. ' oer llizze r提出する;熟考する」

オ. ' over Ileggen r提出するJ

件 over'leggenr熟考する」

iii)フ. 'oerlkomme rやって来る，訪問する，あふれる，競る; (人に)

起こる・降りかかる」

オ. ' over I komen rやって来る，訪問する，あふれる，腐る」

。over'komenr (人に)起こる・ i怒りかかるJ
iv)フ. 'troch I brekke r二つに欝る・割れる， (太陽が雲間から)現われ

る:突破する， (慣習・法律などを)破る」

オ. ' door I breken r二つに割る・割れる， (太陽が雲間から)現われる」

件 door'brekenr突破する， (慣習・法律などを)破る」
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v)フ. 'troch I sjen i日を通す，調べる:見抜く，見破るJ

オ. ' door I zien i目を通す，識べるJ

件 door'zieni見抜く，見破る」

フ.Ik besocht dat foar te kommen. i私はそれを予防しようとしま

したJ ('foarllωmme) (Zantema 1984 : 299) 

オ.Ik probeerde dat te voorkomen. i向上J (voor'komen) 

フ.Wy lizze it meHnoar oer. i私たちはそのことを互いに棺談しま

すJ (， oer Ilizze) (Sytstra/Hof 1925 : 132) 

オ.We overleggen het met elkaar. i向上J (over' leggen) 

フ.Soks komt jin net alle dagen oer. iそんなことは毎日，身の上に

起こるもので、はなしり('oer I komme) (Hoekstra 1998 : 151) 

オ.Zoiets overkomt je niet elke dag.i同上J (over'komen) Ob.151) 

西フリジア諾では分離動詞の分離成分だが，オラン夕、語では非分離動詞の

接顕辞である語が存在する。

i )ブ. 'oanlbidde i崇拝する」

オ.aan'bidden i向上」

ii) ブ. ' oer I freegje i不当に高い金額を語求する」

オ over'vrageni同上」

iii)ブ. 'trochlsykje i探しまわる，くまなく探す」

オ.door'zoeken i向上J

iv) ブ. 'troch I stean i耐えぬく J

オ.door'staan i向上」

ブ. It famke bidt har idoal oan. iその女の子は自分のアイドルを祭

拝しているJ (， oan I bidde) (Eisma 1989 : 25変更)

オ.Het meisje aanbidt haar idool. i向上J(aan'bidden) 

フ.Ik socht alles troch. i私はすべてを探しつくしたJ('troch I sykje) 

Ob. 25変更)

オ.Ik doorzocht alles. i向上J (door' zoeken) 

にF 上記の区別はオランダ諮の影響でかならずしも厳密に守られておらず，揺
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れが認められることがある。たとえば， Dykstra (2000)には，上記の語の

なかで，オランダ語と同様の相違を伴って記載されているものがある

(Zantema (1984)では分離動詞の分離成分としてのみ記載されている)0 

'oer I komme rやって来る，訪問する，あふれる，腐るJ
仲 oer'kommer (人に)起こる・降りかかるJ (Dykstra 2000 : 467) 

ゴoarlkommer前に出る，生じる， (ーのように)思われる」

件 foar'kommer予防する，先手を打つJ (jb. 179) 

'troch I brekke rニつに割る・割れる， (太陽が雲間から)現われる」
件 troch'brekker突破する， (慣習・法律などを)破るJ (jb. 736) 

Hoektra (1998: 151) は r(家が..を)ひく」を分離動詞'oerlrideとし

ているが， Zant巴ma(1984 : 685)とDykstra(2000 : 468)は非分離動詞 oer-

'rideと記載している。

ブ. Ik ried juster in kat oer. r私は昨日，猫をひいてしまったJ ('oerlrid巴)

(Hoekstra 1998 : 151) 

オ.Ik overreed gisteren een kat. ri<'u上J (over'rijden) (ib町 151)

Zantema (1984 : 685)は「概観する，展望する」を非分離動詞o巴γsjen(オ.

door'zien)と記載しているが， Dykstra (2000 : 468)とHoekstra(1998 : 

151)は分離動詞'oerlsjenとしている o

次の語は Zantema(1984 : 1079)とDykstra(2000 : 737)の聞で棺違があ

るO

troch'kruse~'troch I kruse r撚折させる，邪魔をする;横断する，歩き回

るJ (オ.door'kruisen) (Zantema 1984 : 1079) 

troch'kruse r校折させる，邪魔をする」

件 'trochI kruse r横断する，歩き回る J (Dykstra 2000 : 737) 
WFT (14/1997)には次の諾が2通りに記載されている。

oan'bidde~' oan I bidd巴「崇拝するJ (jb. 319) 
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*ヱド稿は筆者の以下の論文に続く西ブリジア諮の文法構造の記述である。

「西フリジア語の膏韻と正書法 (l)J (北海道大学文学部紀要44-1.第85号.1995. 37-81) 

「商フリジア語の音韻と正書法 (2)J (北海道大学文学部紀要44-2.第86号.1995. 43-111) 

「商フリジア語の文法構造一冠詞，名認，形容詞 J (北海道大学文学部紀要45-1.第88号.

19宮6.21-81)

'iffiフリジア語の文法構造代名詞っ(北海道大学文学部紀要45-2.第89母.1996 

79-176) 

「商ブリジア諾の文法構造 数詞，副詞， der-J (北海道大学文学部紀要45-3.第90号.

1997. 171-246) 

「関ブリジア諾の文法構造一前置詞と後鐙詞 (l)-J(北海道大学文学部紀要46-1.第91

号.1997. 23-62) 

「西フリジア語の文法構造一前震詞と後賀詞 (2)一J(北海道大学文学部紀要46-2.第92

号.1998. 41-64) 

「西フリジア語の文法構造一接続詞 J(北海道大学文学部紀要46-3.第93号.1998. 

65-121) 

「沼フリジア認の文法構造動詞(l)-J(北海道大学文学部紀要47-2.第95号.1998. 
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21-97) 

「西ブリジア諾の文法構造一動認 (2)-J (北海道大学文学部紀要47-3.第 96号.1998. 

53-72) 

「西ブリジア諾の文法構造一動詞 (3)-J (北海道大学:文学部紀要47-4.第 97考. 1999. 

89-124) 

「磁フリジア言語の文法構造一動詞 (4)-J (北海道大学文学部紀要48-1.第 98号.1999. 

21-55) 

「西ブリジア諾の文法構造動認 (5)-J(北海道大学文学部紀要 49-1.第 101号.2000. 

93-129) 

記述上の問題点については繁者の次の論文を参照。

「凶フリジア語文法記述の問題点J(;1七海道大学文学部紀要44-3.第 87号.1996. 41-107) 

*本穣は王子成 14年度文部科学省・学術振興会科学研究費機助金による研究成果の一部であ

る。

研究課題西ブリジア諾文法記述のための最終的研究 ゲルマン語類型論の構築に向

けてJ.基盤研究(c)(2).課題番号 14510599(研究代表者 北海道大学大学院文学研究科

教授清水誠)
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